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　市教育委員会は、大町市文化祭を市内５地区で開催し、大町会
場は11月３日～５日に大町公民館・文化会館を中心に開催しました。
　県内で先駆的だった昭和22年の大町公民館創設の翌年に始まっ
た文化祭はことしで70回目。会場には、絵画や陶芸、書道など
45団体が1,700点の作品を展示したほか、フラワーアレンジメン
トや書道などの体験コーナー、お茶席のもてなし、第92回菊花展
と表彰などさまざまな催しが開かれ、訪れた多くの人が市民の文
化芸術の発表を楽しみました。
　４日には特別企画として県内のラジオ・テレビでおなじみのタ
レント・三四六さんが登場。軽快なトークと「クマンバチ」や「ラ
イチョウの唄」などの熱唱に、詰め掛けた420人が聞き入りました。

第70回文化祭
市民の文化芸術の発表

＆三四六さん熱唱
主な内容
❷　平成29年大町市表彰式
❹　北アルプス国際芸術祭2017
　　　　　  ～信濃大町 食とアートの廻廊～
❻　快適な冬の暮らしを　道路の除雪・排雪
❽　固定資産税軽減の申告はお済みですか？
�　信濃大町ブランド特産品開発コンテスト
�　生涯学習
�　年末年始のご案内
�　平成30年度大町市臨時職員募集
�　情報ステーション
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市
の
表
彰
式
は
、
11
月
３
日
の

「
文
化
の
日
」に
Ｊ
Ａ
大
北
本
所

（
ア
プ
ロ
ー
ド
）で
行
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
人

な
ど
７
人
に
、
牛
越
徹
市
長
が
表

彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　
牛
越
市
長
は「
本
日
、
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
す
皆
さ
ま
は
、
地
方

自
治
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
発
展

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
を
は

じ
め
、
市
民
生
活
の
安
定
や
地
域

福
祉
の
向
上
、
安
全
な
地
域
社
会

の
形
成
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ま
、

さ
ら
に
は
文
化
活
動
で
優
れ
た
成

果
を
挙
げ
ら
れ
た
方
で
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ま
方
の
長
き
に
わ
た
る

献
身
的
な
ご
尽
力
と
不
断
の
ご
努

力
は
、
ま
さ
に
市
民
の
か
が
み
で

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
方
の
ご
功
績

に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
深
甚
な

る
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
」と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
を
ご
紹
介

し
ま
す
。（
五
十
音
順
）

表
彰
状

石
原　

學
さ
ん

（
平
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
大
町
市
体
育

協
会
の
正
副
会
長
を
歴
任
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

窪
田　

雪
江
さ
ん（

大
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
大
町
市
社
会
福
祉
委

員
と
し
て
市
民
生
活
の
安
定
と
社

会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。倉

科　

綾
子
さ
ん（

大
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
大
町
市
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
と
し
て
税
の

適
正
な
評
価
に
尽
力
さ
れ
、
地
方

自
治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

栗
林　

幸
雄
さ
ん（

常
盤
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
大
町
市
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
の
正
副
会
長
、

長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の

理
事
を
歴
任
さ
れ
、
市
の
社
会
福

祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

駒
澤　

安
正
さ
ん

（
平
）

　
多
年
に
わ
た
り
、民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
大
町
市
社
会
福
祉
委
員

と
し
て
市
民
生
活
の
安
定
と
社
会

福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

傳
刀　

栄
子
さ
ん

（
平
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
大
町
市
交
通

指
導
員
と
し
て
交
通
安
全
の
推
進

と
交
通
事
故
防
止
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

平
林　

遥
さ
ん

（
大
町
）

　
書
道
に
精
励
さ
れ
、
第
32
回
全

国
学
生
書
き
初
め
展
覧
会
中
学
生

硬
筆
の
部
に
お
い
て
最
高
賞
と
な

る
文
部
科
学
大
臣
賞
の
栄
冠
に
輝

き
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

平成29年 大町市表彰式
地方自治、スポーツ振興、社会福祉などに貢献された皆さまを表彰
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長野県交通安全スローガン

12月１日金～31日日年末の交通安全運動
「思いやり　乗せて信濃路　咲く笑顔」

みんなで参加しよう！　　　　　

  市民スポーツ祭
冬季大会

市民スケート大会 市民スキー・スノーボード大会

共通事項
■申し込み

▽自治会加入者は、各体育部長へ申し込むか、体育部長の確認を得て、直接、総合体育館へ。

▽自治会加入者以外（オープン参加者を含む）の人は、直接、総合体育館へ。
※年齢は、平成29年４月１日現在の満年齢を適用します。大会の開催要項や申込用紙は、総合体育館
にあります。
■注意事項

▽各自でスポーツ傷害保険などに加入してください。

▽開会式に必ず出席してください。
■その他　「広報おおまち12月号」と一緒に、大会の開催要項および種目別実施細目を回覧します。
■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

■日時　30年２月４日（日）

▽開会式　午前８時　 ▽受付　午前７時30分

▽試走　午前８時15分　 ▽競技開始　午前８時45分
予備日　30年２月10日（土）

▽開会式　午後５時　 ▽受付　午後４時30分

▽試走　午後５時15分　 ▽競技開始　午後５時45分
※当日の気象状況などにより、試走を省略する場合が
あります。
■会場　西公園スケート場
■参加資格　市民およびオープン参加の市外の人
■種目　50～1000ｍ（男女別、年齢別）、2000ｍリレー
※エントリーは、１選手２種目以内（リレーを除く）
■申し込み締切日　30年１月26日（金）

　年末は、夕暮れ時の歩行中・横断中の事故、交差点における
事故が増えるほか、飲酒機会の増加や積雪・凍結による道路環
境の悪化に伴う重大事故の発生が懸念されます。交通ルールの
順守と正しい交通マナーの実践で交通事故を防止しましょう。

■運動の基本 「子どもと高齢者の交通事故防止」
■運動の重点

▽夕暮れ時と夜間の交通事故防止

▽通学路・生活道路の安全確保と歩行者保護の徹底
■県下一斉街頭活動日　12月1日（金）・20日（水）
■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３・４６４

■日時　30年２月18日（日）

▽開会式　午前８時30分　 ▽受付　午前８時

▽インスペクション　午前９時10分

▽競技開始　午前10時
※当日の気象状況などにより、競技開始
を早める場合があります。
■会場　鹿島槍スキー場
■参加資格　市民および市内にあるジュ
ニアスキークラブ員
■種目

▽スキー　大回転（男女別、年齢別）

▽スノーボード　大回転（男女別、年齢別）
■申し込み締切日　30年２月２日（金）



● 芸術祭概要
2017年６月４日（日）～７月30日（日）　57日間

38点

14の国と地域　36組

タイアップレストラン  13 軒 / 自慢の一品  60 軒　
おもてなし小皿制作に携わった市内小・中学生、陶芸関係者  2,000人以上 / 利用した店舗  47軒

ワークショップ４回、延べ1,000 人以上

パートナーシップ事業  17 件 / 美術館等連携事業  ８館

登録者数  607 人、活動参加延べ人数  3,570 人

会　期

アート作品数

出展作家

食の取り組み

プレイベント

連携イベント

ボランティアサポーター

● パスポートなど販売実績
49,310,700 円

6,034,400 円

519,400 円

作品鑑賞パスポート

アートサイト個別鑑賞券

再入場券

25,420 枚

20,169 枚

2,606 枚

● 開催目的別にみる結果と成果の概要

● 実来場者数の推計
25,420　

4,034　

2,606　

22,335　

54,395人

作品鑑賞パスポート販売数 25,420 枚

アートサイト個別鑑賞券販売数 20,169 枚 ÷ 平均鑑賞作品数（１人当たり５作品）

再入場券販売数  2,606 枚

パフォーマンス、ワークショップなど参加人数

合  計

※個別鑑賞券は、経済効果調査による来場者アンケートから８カ所以下（９カ所以上になるとパスポート料金を超えるため）を鑑賞したと回答した
人の偏差から５作品の鑑賞者が最も多いことから採用しています。
※来場者延べ人数は435,945人。この数字は会期中、受付がある21作品の来場人数を足しあげ、常設作品34作品に換算した数字です。

● 収支見込み（平成28～29年度）

約２億８千万円収  入

内訳：国・県補助 ８千万円　　一般財源 ６千万円　　基金・寄付金等 ５千万円　　パスポート・グッズ販売、協賛金等事業収入 ９千万円

約２億３千万円支  出

内訳：アート・食プロジェクト費 １億７千万円　　広報宣伝費 ２千５百万円　　看板・グッズ制作、二次交通等運営費 ３千５百万円

市民の参加を地域づくりに取り組む原動力とする目  的  ❸

結  果 ボランティアサポーターの市内在住の方の登録者数：206 人（全登録者 607人中）
来場者：実来場者のうち、市民は約 23％（来場者アンケートによる）
市内での連携イベント：17イベント

成  果 ◉ ボランティアサポーターとして参加した市民からは、国内外からの来場者とのふれあいや作家との協働などを
通じて、地域に対する誇りと愛着を再認識したとの意見が多数でした。

◉ 八坂地区や市街地中央通りなどでは、制作から運営まで地域住民が積極的に関わり、市民参加の好例となりました。
◉ 鑑賞に訪れた市民からも大町の魅力を再認識したとの声が多数でした。
◉ 連携イベントは作品と近い場所では相乗効果により予想以上の集客につながりました。

地域の消費を拡大し、地域を元気にする手掛かりとする目  的  ❹

結  果 経済効果分析：長野県における観光消費総額　 7.7 億円（交通費２億円含む）
 うち市内観光消費総額　　　　 4.7 億円
 県内への経済波及効果　　　　10 億円
 日帰り客１人当たり消費額　　4,890 円
 宿泊客１人当たり消費額　　 25,672 円

成  果 ◉ 宿泊、飲食、交通などの面では、一定の消費拡大が図られました。

現代アートの力を借りて大町市の魅力を国内外に発信する目  的  ❶

結  果 広報実績：マスコミ、SNSなど各メディアにて　計 1,339 本
広報実績を広告費として換算：約２億７千万円
来場者アンケートによる実績：来場者の７割強が市外から、うち5割が県外から
 県外からの来場者のうち6割強が大町市に初来訪
 県外からの来場者のうち5割以上がWeb、SNSによる情報入手

成  果 ◉ 来場者のうち20～40代の女性が４割近くを占め、これまでに大町市に観光客として訪れたことがなかった新しい
客層に発信できました。

◉ 大町市に初めて訪れた人が県外来場者のうち６割強を占めていることは、芸術祭を目的として訪れた成果であり、
新たな魅力の発信になりました。

● 今後に向けた課題の整理

　広報宣伝、サポーター募集、２次交通、ツアーの企画・商品化、ガイド、鑑賞時間、宿泊・飲食・土産等における受け入れ態勢など、多くの
面で課題が見つかりました。原因の多くは準備期間の制約と来訪者の入り込みに対する的確な見通しの困難さにあったと考えられます。

芸術祭というイベント開催における課題

①これまでにない客層が来訪する中、市を挙げてさまざまな分野・業種が有機的に連携し、受け入れ態勢をどう作り上げていくかが課題です。
②若年層、女性、外国人などのトレンドを生かした対応や、SNSを積極的に活用した誘客手法などを用い、新たなニーズの把握
を市全体として深く検討し、オール大町で共有する仕組みの構築が必要です。
③多くの来訪者が大町を「体験」するために訪れたことの認識を深め、市全体で理解・共有する取り組みが重要だと考えられます。

今後の観光誘客とまちづくりにおける課題

観光誘客により人々の流動・交流を起し、地域を交流の場とする目  的  ❷

結  果 宿　泊：来場者の 45％が宿泊、うち75％が市内に宿泊
飲　食：市街地を中心に好調だった事業者が多く、対前年比平均で約 1.6 倍程度を確保、最も上昇した事業者は

約７倍だった。
土　産：日帰り客の土産消費額は１人当たり497円と低い傾向にあった。
ツアー：旅行形態は９割以上がツアー以外の個人客。

着地型のツアーは６月後半から催行が増加。７月終盤のナイトツアーは盛況であった。

◉ 多くの観光客に来ていただくという目的は達成したと捉えられる。一方、これまでにない新たな客層や旅行形態
に対応した受け入れ態勢の充実が必要と考えられます。

成  果

　北アルプス国際芸術祭は、多くの市民の皆さんや関係団体、ボランティアサポーターの皆さんのご理解、ご協力を
いただき無事閉幕することができました。
　実行委員会では、この芸術祭開催が地域の活性化にどのような影響を与えたかを評価・分析し、このたび中間報告
を取りまとめましたので、その概要を報告させていただきます。

中間報告

検索北アルプス国際芸術祭

■問い合わせ　 北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局（まちづくり交流課国際芸術祭推進担当内）  ℡ 市 内線536
 公式ホームページ  http://shinano-omachi.jp

Photo by Tsuyoshi Hongo
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● 芸術祭概要
2017年６月４日（日）～７月30日（日）　57日間

38点

14の国と地域　36組

タイアップレストラン  13 軒 / 自慢の一品  60 軒　
おもてなし小皿制作に携わった市内小・中学生、陶芸関係者  2,000人以上 / 利用した店舗  47軒

ワークショップ４回、延べ1,000 人以上

パートナーシップ事業  17 件 / 美術館等連携事業  ８館

登録者数  607 人、活動参加延べ人数  3,570 人

会　期

アート作品数

出展作家

食の取り組み

プレイベント

連携イベント

ボランティアサポーター

● パスポートなど販売実績
49,310,700 円

6,034,400 円

519,400 円

作品鑑賞パスポート

アートサイト個別鑑賞券

再入場券

25,420 枚

20,169 枚

2,606 枚

● 開催目的別にみる結果と成果の概要

● 実来場者数の推計
25,420　

4,034　

2,606　

22,335　

54,395人

作品鑑賞パスポート販売数 25,420 枚

アートサイト個別鑑賞券販売数 20,169 枚 ÷ 平均鑑賞作品数（１人当たり５作品）

再入場券販売数  2,606 枚

パフォーマンス、ワークショップなど参加人数

合  計

※個別鑑賞券は、経済効果調査による来場者アンケートから８カ所以下（９カ所以上になるとパスポート料金を超えるため）を鑑賞したと回答した
人の偏差から５作品の鑑賞者が最も多いことから採用しています。
※来場者延べ人数は435,945人。この数字は会期中、受付がある21作品の来場人数を足しあげ、常設作品34作品に換算した数字です。

● 収支見込み（平成28～29年度）

約２億８千万円収  入

内訳：国・県補助 ８千万円　　一般財源 ６千万円　　基金・寄付金等 ５千万円　　パスポート・グッズ販売、協賛金等事業収入 ９千万円

約２億３千万円支  出

内訳：アート・食プロジェクト費 １億７千万円　　広報宣伝費 ２千５百万円　　看板・グッズ制作、二次交通等運営費 ３千５百万円

市民の参加を地域づくりに取り組む原動力とする目  的  ❸

結  果 ボランティアサポーターの市内在住の方の登録者数：206 人（全登録者 607人中）
来場者：実来場者のうち、市民は約 23％（来場者アンケートによる）
市内での連携イベント：17イベント

成  果 ◉ ボランティアサポーターとして参加した市民からは、国内外からの来場者とのふれあいや作家との協働などを
通じて、地域に対する誇りと愛着を再認識したとの意見が多数でした。

◉ 八坂地区や市街地中央通りなどでは、制作から運営まで地域住民が積極的に関わり、市民参加の好例となりました。
◉ 鑑賞に訪れた市民からも大町の魅力を再認識したとの声が多数でした。
◉ 連携イベントは作品と近い場所では相乗効果により予想以上の集客につながりました。

地域の消費を拡大し、地域を元気にする手掛かりとする目  的  ❹

結  果 経済効果分析：長野県における観光消費総額　 7.7 億円（交通費２億円含む）
 うち市内観光消費総額　　　　 4.7 億円
 県内への経済波及効果　　　　10 億円
 日帰り客１人当たり消費額　　4,890 円
 宿泊客１人当たり消費額　　 25,672 円

成  果 ◉ 宿泊、飲食、交通などの面では、一定の消費拡大が図られました。

現代アートの力を借りて大町市の魅力を国内外に発信する目  的  ❶

結  果 広報実績：マスコミ、SNSなど各メディアにて　計 1,339 本
広報実績を広告費として換算：約２億７千万円
来場者アンケートによる実績：来場者の７割強が市外から、うち5割が県外から
 県外からの来場者のうち6割強が大町市に初来訪
 県外からの来場者のうち5割以上がWeb、SNSによる情報入手

成  果 ◉ 来場者のうち20～40代の女性が４割近くを占め、これまでに大町市に観光客として訪れたことがなかった新しい
客層に発信できました。

◉ 大町市に初めて訪れた人が県外来場者のうち６割強を占めていることは、芸術祭を目的として訪れた成果であり、
新たな魅力の発信になりました。

● 今後に向けた課題の整理

　広報宣伝、サポーター募集、２次交通、ツアーの企画・商品化、ガイド、鑑賞時間、宿泊・飲食・土産等における受け入れ態勢など、多くの
面で課題が見つかりました。原因の多くは準備期間の制約と来訪者の入り込みに対する的確な見通しの困難さにあったと考えられます。

芸術祭というイベント開催における課題

①これまでにない客層が来訪する中、市を挙げてさまざまな分野・業種が有機的に連携し、受け入れ態勢をどう作り上げていくかが課題です。
②若年層、女性、外国人などのトレンドを生かした対応や、SNSを積極的に活用した誘客手法などを用い、新たなニーズの把握
を市全体として深く検討し、オール大町で共有する仕組みの構築が必要です。
③多くの来訪者が大町を「体験」するために訪れたことの認識を深め、市全体で理解・共有する取り組みが重要だと考えられます。

今後の観光誘客とまちづくりにおける課題

観光誘客により人々の流動・交流を起し、地域を交流の場とする目  的  ❷

結  果 宿　泊：来場者の 45％が宿泊、うち75％が市内に宿泊
飲　食：市街地を中心に好調だった事業者が多く、対前年比平均で約 1.6 倍程度を確保、最も上昇した事業者は

約７倍だった。
土　産：日帰り客の土産消費額は１人当たり497円と低い傾向にあった。
ツアー：旅行形態は９割以上がツアー以外の個人客。

着地型のツアーは６月後半から催行が増加。７月終盤のナイトツアーは盛況であった。

◉ 多くの観光客に来ていただくという目的は達成したと捉えられる。一方、これまでにない新たな客層や旅行形態
に対応した受け入れ態勢の充実が必要と考えられます。

成  果

　北アルプス国際芸術祭は、多くの市民の皆さんや関係団体、ボランティアサポーターの皆さんのご理解、ご協力を
いただき無事閉幕することができました。
　実行委員会では、この芸術祭開催が地域の活性化にどのような影響を与えたかを評価・分析し、このたび中間報告
を取りまとめましたので、その概要を報告させていただきます。

中間報告

検索北アルプス国際芸術祭

■問い合わせ　 北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局（まちづくり交流課国際芸術祭推進担当内）  ℡ 市 内線536
 公式ホームページ  http://shinano-omachi.jp

Photo by Tsuyoshi Hongo
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至 木崎湖

至 大町市役所

蓮華大橋雪捨て場
（蓮華大橋北詰め東側）

至 グリーンパーク

至 大町温泉郷 県道槍ヶ岳線

蓮華大橋

北アルプス
パノラマロード

運動公園
総合体育館

北アルプス
パノラマロード

運動公園
総合体育館

観音橋

高瀬川

❶

観音橋雪捨て場
（観音橋西詰め南側）

❷

旧野口駐在所

除
雪
作
業

　
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
や
、
緊

急
車
両
の
通
行
確
保
を
最
優
先
に
、

自
治
会
代
表
者
な
ど
と
相
談
し
て

除
雪
路
線
を
定
め
、
業
者
委
託
に

よ
り
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
除
雪
作
業
の
基
準　
積
雪
が
お

お
む
ね
12
㎝（
八
坂
地
区
10
㎝
）に

達
し
た
と
き

※
朝
方
は
、
通
勤
・
通
学
に
影
響

が
な
い
午
前
７
時
ご
ろ
ま
で
に
終

了
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
、

雪
の
降
り
方
に
よ
っ
て
は
間
に
合

わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
日
中

は
、
交
通
に
支
障
が
な
い
範
囲
で

作
業
し
ま
す
。

■
安
全
・
迅
速
な
作
業
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　
安
全
か
つ
短
時
間
で
作
業
を
終

わ
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
次

の
点
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
作
業
中
の
除
雪
車
に
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い

▽
路
上
駐
車
は
絶
対
に
や
め
て
く

だ
さ
い

▽
敷
地
内
の
雪
は
道
路
に
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い

▽
屋
根
雪
の
落
雪
事
故
防
止
の
た

め
、
雪
止
め
措
置
や
小
ま
め
な
雪

下
ろ
し
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
水
路
か
ら
水
が
溢
れ
る
た
め
、

流
雪
溝（
市
街
地
）以
外
の
水
路
に

は
絶
対
に
雪
を
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い

■
道
路
除
雪
に
よ
る
雪
寄
せ
場
の

利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
除
雪
機
に
よ
る
道
路
除
雪
に
は

雪
寄
せ
場
が
不
可
欠
で
す
。
空
き

地
や
農
地
を
雪
寄
せ
場
と
し
て
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

雪
捨
て
場

　
市
内
の
雪
捨
て
場
は
、
高
瀬
川

河
川
敷
に
２
カ
所
あ
り
ま
す
。

❶
蓮
華
大
橋
雪
捨
て
場

❷
観
音
橋
雪
捨
て
場

■
搬
入
期
間　
降
雪
時
～
３
月
末

■
利
用
時
間　
基
本
的
に
24
時
間

開
放

■
注
意
事
項

▽
自
然
環
境
保
全
の
た
め
、ご
み
な

ど
を
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い

▽
照
明
が
な
い
た
め
、
で
き
る
だ

け
日
中
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

排
雪
作
業

　
市
街
地
は
、
家
屋
が
密
集
し
、

雪
を
寄
せ
る
場
所
が
な
い
た
め
、

連
日
雪
が
降
り
続
く
と
通
行
に
支

障
を
来
す
こ
と
か
ら
、
緊
急
時
の

対
応
と
し
て
ダ
ン
プ
カ
ー
な
ど
で

排
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
作
業
時

は
通
行
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

快
適
な
冬
の
暮
ら
し
を

道
路
の
除
雪
・
排
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
冬
の
暮
ら
し
を
安
心
し
て
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

毎
年
除
雪
体
制
を
見
直
し
、
効
果
的
な
除
雪
・
排
雪
に
努
め
て
い
ま
す
。
道
路
の
除
雪
・

排
雪
作
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
国
道
・
県
道　
大
町
建
設
事
務
所
維
持
管
理
課
維
持
係　
℡
２
２
・
５
１
１
１（
内
線
２
４
３
１
、２
４
３
２
）

▽
市
道　
建
設
課
維
持
係　
℡
市
内
線
６
７
８
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流
雪
溝
の
利
用

　
流
雪
溝
と
は
、
自
然
の
流
水
の

力
を
利
用
し
て
、
雪
を
流
し
て
排

雪
す
る
た
め
の
水
路
で
す
。
雪
の

置
き
場
が
な
い
市
街
地
に
２
水
路

あ
り
ま
す
。

■
注
意
事
項

▽
利
用
す
る
際
は
転
落
事
故
に

特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
作
業
終
了
後
は
投
入
口
を
必

ず
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
流
雪
溝
以
外
の
水
路
へ
は
絶

対
に
雪
を
投
入
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　道路にはみ出ている

樹木は、通行の妨げに

なるばかりでなく、除

雪作業の支障にもなり

ます。

　安全な通行・除雪作

業のために、道路上に

はみ出ている樹木の剪
せん

定
てい

をお願いします。

道路に出ている樹木の管理を
お願いします

境界

歩道歩道 車道車道

境界

2.5m
4.5m

通行障害部

　
い
よ
い
よ
余
す
と
こ
ろ
、
ひ
と

月
と
な
り
ま
し
た
。
こ
と
し
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
６
月
か
ら
は
北

ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
が
開
か

れ
、
市
内
は
大
勢
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
８
月
に
は
世
界
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会
で
、
奥
原
希

望
さ
ん
が
見
事
優
勝
し
、
昨
年

の
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
次
い

で
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
当
市
に

と
っ
て
う
れ
し
い
話
題
が
続
き

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
月
８
日
、
市

内
の
講
演
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

講
師
は
前
横
浜
市
長
の
中
田
宏

さ
ん
で
、
大
町
青
年
会
議
所
創

立
35
周
年
を
記
念
し
て
の
開
催

で
し
た
。
講
演
で
は
、
当
時
大
き

な
赤
字
を
抱
え
て
財
政
再
建
に

取
り
組
む
中
で
、
ご
み
の
分
別

収
集
に
よ
り
処
理
経
費
の
削
減

を
進
め
た
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ご
み
の
減
量
化
は
膨
大

な
経
費
の
圧
縮
だ
け
で
な
く
、
地

球
温
暖
化
防
止
の
た
め
循
環
型

社
会
の
形
成
を
目
指
す
取
り
組

み
で
す
。
そ
の
結
果
、
市
内
に
何

箇
所
も
あ
っ
た
ご
み
焼
却
施
設
の

統
合
・
廃
止
が
進
み
、
建
設
費

や
運
営
費
の
削
減
が
実
現
し
た

と
の
こ
と
。
分
別
収
集
を
始
め
た

当
初
の
市
民
の「
行
政
に
や
ら
さ

れ
て
い
る
」と
い
う
受
け
身
の
感

情
も
、
徐
々
に
理
解
が
進
む
に
つ

れ「
い
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

る
ん
だ
」と
い
う
意
識
に
変
わ
り
、

や
り
が
い
を
感
じ
て
協
力
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
大
町
市
で
も
、
来
年
８
月
の

完
成
に
向
け
て
、
白
馬
・
小
谷

両
村
と
共
同
で
、
老
朽
化
し
た

２
つ
の
ご
み
焼
却
施
設
を
統
合

し
、
規
模
も
縮
小
し
た
北
ア
ル

プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
の
建
設
を
進

め
て
い
ま
す
。
地
元
源
汲
地
区

や
多
く
の
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理

解
に
よ
り
、
来
年
２
月
か
ら
の

試
運
転
、
８
月
の
本
格
稼
動
を

目
指
し
急
ピ
ッ
チ
で
整
備
が
進

ん
で
い
ま
す
。
３
市
村
で
歩
調

を
合
わ
せ
、
ご
み
の
分
別
を
徹

底
し
減
量
化
を
さ
ら
に
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
よ
り
活
発
な
環
境
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。不
用
と
な
っ

た
食
器
類
の
回
収
・
再
利
用
で

リ
サ
イ
ク
ル
を
図
る「
ス
リ
ー

ア
ー
ル
の
会
」の
取
り
組
み
や
、

台
所
に
眠
っ
て
い
る
レ
ト
ル
ト

食
品
や
缶
詰
、
お
菓
子
な
ど
の

提
供
を
呼
び
掛
け
、生
活
に
困
っ

て
い
る
家
庭
に
送
る「
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
」に
取
り
組
む
大
町
商
工

会
議
所
女
性
会
の
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」を「
あ
り
が

と
う
」に
変
え
る
取
り
組
み
に
よ

り
、
物
を
大
切
に
し
、
心
豊
か
な

住
み
良
い
地
域
が
実
現
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
一
年
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
し
い

年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

【第99回】
ことしを振り返って

大町市長　牛越徹
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軽
減
の
対
象
に
な
る

新
築
住
宅
は
？

　
次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
は
、

新
築
後
３
年
間（
３
階
建
て
以
上

の
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
５
年

間
）、
固
定
資
産
税
の
軽
減
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
長
期
優
良
住
宅
」は
、

新
築
後
５
年
間（
３
階
建
て
以
上

の
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
７
年

間
）の
軽
減
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
長
期
優
良
住
宅
と
は
、
長
期
に

わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使
用
す
る

た
め
の
措
置
が
、
構
造
お
よ
び
設

備
に
取
ら
れ
て
い
る
優
良
な
住
宅

の
こ
と
で
す
。「
長
期
優
良
住
宅
建

築
等
計
画
」を
作
成
し
認
定
を
受

け
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
税
制

上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

固
定
資
産
税
関
係
の

届
け
出
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

■
固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く

な
っ
た
場
合

　
固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く

な
り
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い

場
合
、
相
続
人
代
表
者
の
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

→
相
続
人
代
表
者
指
定（
変
更
）届

■
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変

更
に
な
っ
た
場
合

　

売
買
・
相
続
な
ど
に
よ
り
、

未
登
記
の
住
宅
や
車
庫
等
の
所

有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
、
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

→
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届

出
書

■
住
所
や
氏
名
が
変
更
に
な
っ

た
場
合

　
市
外
に
居
住
し
大
町
市
に
固

定
資
産
が
あ
る
人
で
、
住
所
や

氏
名
が
変
わ
っ
た
場
合
、
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

→
住
所
地（
氏
名
）・
送
付
先
変

更
届

■
対
象

▽
専
用
住
宅　
床
面
積
が
50
㎡
以

上（
ア
パ
ー
ト
は
１
世
帯
に
つ
き

40
㎡
以
上
）２
８
０
㎡
以
下

▽
併
用
住
宅　
居
住
部
分
が
総
床

面
積
の
２
分
の
１
以
上
で
、
そ
の

部
分
が
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以
下

■
軽
減
内
容

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
１
２
０

㎡
ま
で
の
住
宅　
税
額
が
２
分
の
１

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
１
２
０

㎡
を
超
え
る
住
宅　
１
２
０
㎡
に
相

当
す
る
部
分
の
税
額
が
２
分
の
１

住
宅
用
地
の
軽
減
を

受
け
る
に
は
？

　
新
た
に
住
宅
の
敷
地
と
し
て
土

地
の
使
用
を
始
め
た
と
き
に
、
申

告
が
必
要
で
す
。

■
対
象

▽
専
用
住
宅
の
敷
地
用
の
土
地　

土
地
の
全
部
が
対
象

▽
併
用
住
宅
の
敷
地
用
の
土
地

①
居
住
部
分
が
４
分
の
１
以
上
２

分
の
１
未
満
の
場
合
は
、
敷
地
面

積
の
半
分
が
対
象

②
居
住
部
分
が
２
分
の
１
以
上
の

場
合
は
、
敷
地
全
部
が
対
象

■
軽
減
内
容

　
税
額
を
算
出
す
る
基
と
な
る
額

（
課
税
標
準
額
）が
、
２
０
０
㎡
ま

で
は
６
分
の
１
に
、
２
０
０
㎡
を

超
え
る
部
分
は
３
分
の
１
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
敷
地
が
広
い
場

合
は
、
家
屋
の
居
住
部
分
の
床
面

積
に
対
し
て
10
倍
が
限
度
で
す
。

住宅の新築
などをした皆さん

　
平
成
29
年
中
に
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
や
土
地
を
住
宅
の
敷
地
と
し
て
使
い
始
め
た
と
き
は
、
申
告
書
の

提
出
に
よ
り
、
30
年
度
分
の
固
定
資
産
税
か
ら
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書
を
ま
だ
提

出
し
て
い
な
い
人
、
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
税
務
課
資
産
税
係　
℡
市
内
線
４
４
１
・
４
４
２

 

ほ
か
に
軽
減
が
受
け
ら

れ
る
場
合
は
あ
る
の
？

▽
敷
地
内
に
住
宅
を
複
数
戸
建
設

し
た
場
合
、
そ
の
敷
地
に
対
し
て

戸
数
に
応
じ
た
軽
減
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
別
荘
の
敷
地
は
、
基
本
的
に
非

住
宅
用
地
と
し
て
軽
減
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
が
、
居
住
用
と
し
て

使
用
を
開
始
し
た
場
合
や
、
利
用

頻
度
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
に
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
該
当
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
軽
減
の
申
告
は

お
済
み
で
す
か
？
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固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
は
、

毎
年
１
月
１
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
中
に
、
住
宅
や
車
庫

な
ど
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る

家
屋
を
一
部
分
で
も
取
り
壊
し
た

場
合
は
、「
家
屋
滅
失
届
出
書
」を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
滅
失
届
出
書
の
提
出
後
、
職
員

が
現
地
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

課
税
登
録
を
抹
消
し
ま
す
。

　
届
け
出
が
な
い
と
、
30
年
度
以

降
も
引
き
続
き
課
税
対
象
に
な
っ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法

　
税
務
課
資
産
税
係
、
市
八
坂
・

市
美
麻
支
所
に
あ
る「
家
屋
滅
失

届
出
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
税
関
係
の
届
出
書
の

各
種
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

　
会
社
や
個
人
事
業
主
で
、
工
場

や
商
店
の
経
営
、農
業
、駐
車
場・

ア
パ
ー
ト
の
貸
し
付
け
な
ど
、
市

内
に
土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用

の
償
却
資
産（
ほ
か
の
事
業
者
に

貸
し
付
け
て
い
る
も
の
も
含
む
）

を
所
有
す
る
場
合
は
、
地
方
税
法

に
基
づ
き
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
申
告
用
紙
は
、
12
月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
。
新
規
に
事
業
を
始
め

た
場
合
や
申
告
用
紙
が
届
か
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
計

事
務
所
に
経
理
を
依
頼
し
て
い
る

場
合
は
、
会
計
事
務
所
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
申
告
期
限
は
、
30
年
１
月
31
日

（
水
）ま
で
で
す
。
期
限
間
近
は
大

変
混
雑
し
ま
す
。
提
出
は
、
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
各
種
様
式
の
入
手
方
法

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
目
的
で
さ
が
す

→「
手
続
き
・
証
明
」→「
税
金
・

市
の
債
権
」→
固
定
資
産
税
→「
固

定
資
産
税
に
関
す
る
届
出
」

■
入
手
で
き
る
様
式

▽
家
屋
滅
失
届
出
書

▽
相
続
人
代
表
者
指
定（
変
更
）届

▽
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届
出
書

▽
住
宅
用
地
適
用（
異
動
）申
告
書

▽
住
所
地
・
送
付
先
変
更
届

▽
納
税
管
理
人（
変
更
）承
認
申
請
書

▽
納
税
代
理
人
申
告
書

■
問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

℡
市
内
線
４
４
１
・
４
４
２

償
却
資
産
の
申
告
は

お
早
め
に

■
ｅエ

ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ご
利
用
を

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
エ
ル

タ
ッ
ク
ス（
地
方
税
ポ
ー
タ

ル
シ
ス
テ
ム
）を
利
用
す
る

と
、
自
宅
や
職
場
か
ら
で
も

簡
単
に
電
子
申
告
が
で
き
ま

す
。

　
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事

前
の
手
続
き
や
準
備
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.eltax.jp/

■
問
い
合
わ
せ

▽
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

税
務
課
資
産
税
係

℡
市
内
線
４
４
１
・
４
４
７

▽
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

℡
０
５
７
０
・
０
８
１
４
５
９

受
付
時
間　
平
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時（
年
末
年
始
を
除
く
）

家
屋
を

取
り
壊
し
た
ら

滅
失
届
の
提
出
を

【広告】

パ
ソ
コ
ン

大
型
特
殊
車
両

舗
装
路
面
等
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市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況

　
市
の
人
事
行
政
運
営
等
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

い
た
だ
く
た
め
、
職
員
の
給
与
や
職
員
数
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
庶
務
課
職
員
係　
℡
市
内
線
５
１
３

■人件費（平成28年度一般会計決算）

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ／Ａ）

27年度の
人件費率

175億4695万2千円 6億4008万円 29億771万7千円 16.6％ 15.6％
※人件費には、市長、副市長および市議会議員などの特別職の給料、報酬、手当などを
含んでいます。

■職員給与費（平成29年度一般会計予算）

職員数
（Ａ）

給　　与　　費 1人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）
322人 12億7155万5千円 1億8516万2千円 5億511万円 19億6182万7千円 609万3千円

※給与費は当初予算に計上された額ですが、共済費、退職手当は含みません。

■平均給料月額および平均年齢（一般行政職）
（平成29年４月１日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
大町市 44.6歳 330,250円 374,711円

国 43.6歳 330,531円 410,719円
※一般行政職とは、全職員から税務職、医療職、技能労務職などを除いた職員です。

■初任給（一般行政職）
（平成29年４月１日現在）

区　分 大町市 国
大学卒 178,200円 178,200円
高校卒 146,100円 146,100円

■職員手当
区　分 内　　　容

期末手当
勤勉手当

(28年度支給割合)
期末手当  　　勤勉手当

　６月期　　1.225月分　　0.800月分
　12月期　　1.375月分　　0.900月分

計　　2.600月分　　1.700月分
※職制上の段階、職務の級などによる加算
措置あり（５～15％）

退職手当

（28年度支給率）
自己都合　　　勧奨・定年

勤続20年  　 20.445月　　25.556月
勤続25年  　 29.145月　　34.582月
勤続35年  　 41.325月　　49.590月
最高限度額　 49.590月　　49.590月

※上記のほかに、役職の貢献度に応じた
調整額が加算支給されます。
※１人当たり平均額　2,039万8千円

■特別職の報酬など
区　　分 給料月額等 区　　分 給料月額等

給　料
市　長 801,000円

期末手当

市　長
副市長
議　長
副議長
議　員

（28年度支給割合）
６月期　1.50月分
12月期　1.75月分

計      3.25月分 
※40％の加算あり

副市長 662,000円

報　酬
議　長 374,000円
副議長 313,000円
議　員 296,000円

特殊勤務
手当
28年度

区　分 全　職　種
職員全体に占める
手当支給職員の割合 30.0％

支給対象職員１人
当たり平均支給年額 25,400円

手当の種類 ９

代表的な手当の名称 医師職務、税務、福祉
現業

※病院職員を含む

時間外
勤務手当

28年度
支給総額 8583万2千円

職員１人当たり年額 27万円

27年度
支給総額 8595万6千円

職員1人当たり年額 26万円

扶養手当 扶養親族のいる職員に支給

住居手当 借家または借間に居住し、一定額を超え
る家賃などを支払っている職員に支給

通勤手当 通勤のため交通機関などを利用し、運賃
等を負担している職員に支給
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■一般行政職の級別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成29年４月１日現在）

区　分 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級

標準的な
職務の内容

主事補、主事
技師補、技師

主　事
技　師

係　長
企画員
主　任

課長補佐
係長、企画員

主　査
課　長

課長補佐 課　長 部　長
参　事

職員数 25 12 51 66 31 21 7

構成比(％) 11.7 5.6 23.9 31.0 14.6 9.9 3.3

■ラスパイレス指数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （各年４月１日現在）
区　分 26年 27年 28年
大町市 95.9 96.7 96.4

県内の市平均 97.7 98.0 98.3
全国の市平均 98.6 98.7 99.1

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

■定員の状況（部門別職員数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （各年４月１日現在）
区　　分 職　員　数 対前年度増減
部　　門 27年 28年 29年 27年 28年 29年 29年の主な増減理由

一般行政
部門

議会・総務 86 91 93 5 2 業務体制強化による増員
税　務 24 23 22 1 △1 △1 業務の見直しによる減員
福　祉 78 79 76 △1 1 △3 業務の見直しによる減員
衛　生 24 24 24
経　済 30 31 31 △1 1
土　木 19 19 19
小　計 261 267 265 △1 6 △2

特別行政
部門

教　育 41 39 40 △2 1 業務増による増員
小　計 41 39 40 △2 1

普通会計計 302 306 305 △1 4 △1

公営企業等
会計部門

病　院 284 288 289 8 4 1 業務体制強化による増員
水　道 16 17 17 1
下水道 7 7 7 △1
その他 11 9 9 △2
小　計 318 321 322 7 3 1

合　　計 620 627 627 6 7
※職員数は、一般職に属する職員で、臨時または非常勤の職員を除いています。

■職員の分限と懲戒処分の状況（平成28年度）

分　限　処　分　者 懲　戒　処　分　者

免職 休職 降任 小計 免職 停職 減給 戒告 小計

0人 5人 0人 5人 0人 0人 0人 0人 0人

▽分限処分：職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行われる処分で、公務能率の維持が目的です。

▽懲戒処分：職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処分で、公務での規律と秩序の維持が目的です。
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出 品 者 募 集
　市では、訪れる観光客などに信濃大町の魅力を十分に発信できる、新たな特産品や土産品と
なる商品を募集します。
■部門

▽加工食品部門（ご飯のおとも、酒のさかななど）

▽和洋菓子部門
■表彰　各部門グランプリに表彰状と賞金20万円、準グランプリに表彰状と賞金５万円を贈呈
■募集内容　特産品、土産品となる次のいずれかの未発表の商品

（試作品も可）

▽市内で採れた食材や市内で生産された物を使用する食品

▽市内にある事業所が製造した食品
※土産品として日持ちが良く、持ち帰りしやすい商品が望ましい
■応募資格　企業、組合、各種団体、グループおよび個人
■申し込み　商工労政課または市ホームページにある応募
用紙に、必要事項を記入の上、郵送、ファクス、Ｅメール
または直接、商工労政課ブランド振興担当へ。
※応募用紙１枚につき１商品です。入賞作品は氏名などを
公開するため、匿名では応募できません。
■申し込み期限　12月１日（金）～30年１月31日（水）
■審査　後日開催する審査会で、試作品を提出していただ
き審査します。
■その他　詳しくは市ホームページにある「特産品開発コ
ンテスト」をご覧ください（「信濃大町ブランド特産品開発コン
テスト」で検索）。
■問い合わせ　商工労政課ブランド振興担当
　℡ 市 内線５４３　FAX２３－４６６０
　〒398-8601　大町市大町３８８７
　Ｅメール　syoukou@city.omachi.nagano.jp

28年度の
受賞作品をご紹介
■新商品部門

▽最優秀作品賞　塩ほおずき
▽準優秀作品賞

北アルプスの恵み　水出し珈琲

■既存商品改良部門

▽最優秀作品賞
えごのみそ漬け

※商品名は出品時のものです。

信濃大町ブランド特産品
開発コンテスト

【広告】
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　季節はいつの間にか冬模様になり12月…、2017年も終わろ
うとしています。ことしの６月４日～７月30日まで行われた
北アルプス国際芸術祭が閉幕して早４カ月。僕がお世話になっ
ている「まちづくり交流課」では、担当部署の人事異動もあり人
が減って寂しくなりましたが、地域おこし協力隊はまだまだ芸
術祭のまとめ作業に忙しく、「自慢の一品」や「おもてなし小皿」
などでご協力いただいた店舗に、芸術祭期間中のアンケートを
お願いするため出掛けるメンバーや、公式フェイスブックにて
情報発信をするメンバーなど、みんな奮闘する日々です。
　そんななか僕はというと、後日発行予定の「芸術祭記録集」の
ために、作品写真や芸術祭期間中の様子の写真を整理する作業
を主に行うほか、前職のグラフィックデザインの仕事の経験を
生かして、「チラシ」などのデザインをさせていただいています。
最近では、同じまちづくり交流課の定住促進係が催行する「大
北地域の若者交流イベント」や、都内で行う「移住者向けセミ
ナー」のチラシなどをデザインしました。ほかにも、ちょくちょ
くデザインをさせていただいていますので、もしかしたら皆さ
んも目にしていただいたことがあるかもしれません。

（高松永和）

だいすき！ 農産物直売所
　大町市に移住してからというもの、すっかり農産物直売
所の魅力のとりことなった山岸です。新鮮でおいしい旬の
ものが安く手に入るし、季節のお花も気軽に買える！　最
高です。さてそんななか、今回は特にお気に入りの蓮華大
橋直売所を訪れました。20年以上前からあるというこの
直売所は、当初は駐車場に設置したテントを売り場にして
いたそうです。店頭に並ぶ立派な菊の株は、すぐ隣の畑で
育ったもの。店内には、旬の採れたてきのこを人気筆頭に、
その場でかぶりつきたくなるような野菜や果物がそろって
いて、あれこれ欲しくなってしまいます。お店のお母さん
たちもやさしくて、おすすめの調理法を教えてくれたりし
て楽しい～！　毎日でも立ち寄りたくなってしまう、すて
きな直売所です。冬期はお休みのため、次に買い物できる
のは来年の６月…！　待ち遠しいです！　（山岸さくら）

協力隊が市内の“イイトコ”を発信しています。

「あんじゃねぇ通信」
信濃大町・地域おこし協力隊活動日誌⑩

「北アルプス国際芸術祭記録集」
制作のため日々作業に奮闘中

手掛けた「チラシ」たち
目にしていただけたでしょうか

自慢のきのこ。この日
販売されていたのはリコボウ

唐辛子を連ねたかわいいリースは、直売所
の荒井さん作。早速部屋に飾っています

おおまちイイトコ探し隊 検索

check!
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催 し
青薔薇海賊団　早春の大町公演

――「春は名のみの～大町オペラの開演です！」
　青薔薇海賊団は、さまざまな劇場で主役を張る３人のテノール歌手と
女性ピアノトリオが不定期に集まって行うエンターテインメントクラ
シックコンサートです。
　大町市や安曇野市などを中心に活動するOgozze（オゴッツェ）や地元合
唱団・演奏家の皆さんも出演し、初心者からオペラファンまで誰もが楽
しめるコンサートです。
■日時　30年２月25日（日）　 ▽開演　午後２時　 ▽開場　午後１時15分
■会場　文化会館　大ホール　
■出演

【青薔薇海賊団】　井ノ上了吏（テノール）、上原正敏（テノール）、片寄純也（テ
ノール）、川口静華（バイオリン）、荒庸子（チェロ）、北村晶子（ピアノ・編曲）

【 O g o z z e 】　松田紫帆（ピアノ）、川崎妃奈子（バイオリン）
【 賛 助 出 演 】　北アルプス第九を歌う会、大町市少年少女合唱団、北小
学校合唱部、まつもと市民オペラ合唱団

■チケット　全席自由　一般3,000円、高校生以下500円（税込み）
■チケット発売日　12月10日（日）

［プレイガイド］文化会館、キタムラ時計店（小谷村）、ウィング21（白馬村）、すずの音ホール（松川村）、
平安堂あづみ野店（安曇野市）、ミュージックプラザオグチ（松本市）

［インターネット］イベントナガノ

一緒に歌う参加者を募集
　青薔薇海賊団と一緒に歌いませんか。地元「北アルプス第九を歌う会」の皆さんとベートーベンの交響曲
第９番を大ホールに響かせましょう。
■練習日時　12月22日（金）、30年１月19日（金）・26日（金）、２月16日（金）・24日（土）　午後７時～８時30分
■会場　文化会館　視聴覚室　　■費用　参加無料ですが、当日のチケットをご購入ください。
■申し込み　12月20日（水）までに、電話または直接、文化会館へ。
■問い合わせ　文化会館　℡・有線２２－９９８８

大町市少年少女合唱団定期演奏会

　大町市少年少女合唱団では、定期演奏会を
開催します。今回は文化会館ホワイエを会場
に、ジブリの曲やクリスマスソングなど皆さ
んと一緒に楽しめる曲をたくさんお届けしま
す。入場無料です。
■日時　12月24日（日）

▽開演　午後２時　 ▽開場　午後１時30分
■会場　文化会館ホワイエ

団員募集！
　ぼくたち、わたしたち大町市少年少女合唱団は、一緒
に歌う仲間を募集しています。
　春の長野県合唱祭をはじめ、夏のお泊り合宿、冬には
定期演奏会やクリスマス会、新年会など楽しいイベント
がたくさんです！　仲間と一緒に楽しく歌いませんか。
■対象　園児～高校生
■練習日時　毎週土曜日　午後４時～６時
■会場　文化会館　２階　練習室
■費用　 ▽入団金2,000円　 ▽団費3,000円／月　※制
服積立金含む
■申し込み　電話または直接、文化会館へ。
■問い合わせ　文化会館　℡・有線２２－９９８８
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　

ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
で
は
、
ツ
イ
ン
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン「
光
の
森
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」を
開
催
中
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
宝
石
を
集
め「
真
実
の
宝
物
」の
秘
密
を
解
き
明
か
す
参
加

型
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
さ
ら
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
や
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
！

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
盛
り
上
が
る
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

に
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

ク
リ
ス
マ
ス
・
ス
テ
ー
ジ

　
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
日
替

わ
り
で
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

■
時
間　
午
後
４
時
～
４
時
30
分
、

午
後
６
時
～
６
時
30
分

■
場
所　
休
憩
棟
レ
ス
ト
ラ
ン

◇
12
月
16
日（
土
）

バ
ル
ー
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

「
神
宮
エ
ミ
」

　
ピ
ア
ノ
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
の
３
人
が
聴
か

せ
て
魅
了
す
る
ス
テ
ー
ジ
を
お
届

け
し
ま
す
。

◇
12
月
23
日（
土
）

ゴ
ス
ペ
ル 

コ
ン
サ
ー
ト

「N
AG

AN
O

 Lovefellow
ship 

G
ospelchoir

」

　

日
本
語
の
歌
詞
を
の
せ
た
ブ

ラ
ッ
ク
ゴ
ス
ペ
ル
の
リ
ズ
ム
で
、

ノ
リ
ノ
リ
に
楽
し
も
う
！

◇
12
月
24
日（
日
）

サ
ー
カ
ス
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

「
ケ
イ
ス
ケ
」

　
海
外
の
観
客
も
魅
了
す
る
、
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
パ
ン
ト
マ
イ
ム
と

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
は
必
見
！

魔
法
使
い
ア
キ
ッ
ト
の

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

　
マ
ジ
カ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト「
魔

法
使
い
ア
キ
ッ
ト
」が
こ
と
し
も

や
っ
て
く
る
！

■
日
時　
１
月
６
日（
土
）～
８
日

（
月
）　
午
後
４
時
～
４
時
30
分
、

午
後
６
時
～
６
時
30
分

▽
マ
ジ
カ
ル
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ　

午
後
７
時
30
分
〜

■
場
所　
休
憩
棟
レ
ス
ト
ラ
ン

新
春
！　
餅
つ
き

　
毎
年
恒
例
、
餅
つ
き
体
験
！

■
日
時　
１
月
３
日（
水
）　
午
前

11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分

■
場
所　
森
の
体
験
舎

■
定
員　
各
日
先
着
50
人

■
費
用　
50
円

【
予
告
】

冬
の
公
園
で
遊
ぼ
う
！

　

そ
り
ゲ
レ
ン
デ
や
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
な
ど
、
雪
が
降
っ
た
ら
公

園
は
雪
遊
び
の
楽
園
に
変
身
！

■
期
日　
１
月
20
日（
土
）～
３
月

４
日（
日
）

※
積
雪
状
況
に
よ
り
変
更
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

▽
料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無

料
で
す
が
、
入
園
料
は
必
要
で
す
。

▽
申
し
込
み
の
掲
載
の
な
い
も
の

は
、当
日
、直
接
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

事
前
の
電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp/ 

　
国
内
外
で
活
躍
す
る
、
今
一
番

勢
い
の
あ
る
女
性
バ
ル
ー
ン
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
。
お
楽
し
み
に
！

◇
12
月
17
日（
日
）

ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン 

コ
ン
サ
ー
ト

「Pine Tree Steel Pan Band

」

ケイスケ魔法使いアキット

NAGANO Lovefellowship Gospelchoir

Pine Tree Steel Pan Band

神宮エミ
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
運
動
公
園
第
二
屋
内
運
動
場
の
完
成
式
を
、

10
月
28
日
に
市
や
市
議
会
、
工
事
関
係
者
な
ど

約
40
人
が
参
加
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
施
設
は
、
冬
期
間
に
お
け
る
屋
外
競
技
な
ど

年
間
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
既
存
の
屋
内
運
動
場
の
約
２
倍
の
延
べ
床

面
積
１
９
９
７
・
58
㎡
、
鉄
骨
造
と
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
地
上
１
階
建
て
で
す
。
テ
ニ
ス
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
フ
ッ
ト
サ
ル
が
各
２
面
で
き
、

野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
練
習
も
可
能
で
、

会
議
室
や
ト
イ
レ
な
ど
も
備
え
ま
す
。

　
牛
越
市
長
は「
年
間
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
ん
で
い
た
だ
き
、

健
康
や
仲
間
づ
く
り
、

さ
ら
に
は
地
域
づ
く

り
に
つ
な
が
れ
ば
」

と
期
待
を
込
め
ま
し

た
。

　
翌
29
日
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

主
催
の「
ス
ポ
フ
ェ

ス
お
お
ま
ち
」が
開

催
さ
れ
、
ス
ラ
ッ
ク

ラ
イ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ

吹
き
矢
な
ど
を
訪
れ

た
親
子
連
れ
な
ど
が

新
し
い
施
設
で
楽
し

み
ま
し
た
。

　
農
業
や
安
全
な
食
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
の
市

教
育
フ
ァ
ー
ム
事
業「
た
の
し
い
野
菜
づ
く
り
教
室
」

の
収
穫
祭
を
10
月
28
日
に
開
き
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
全
14
回
で
開
催
し
た
教
室
は
、
た
か
ね

市
民
農
園
を
会
場
に
、
種
ま
き
や
植
え
付
け
か
ら
育

成
、
管
理
、
収
穫
ま
で
を
参
加
者
が
実
際
に
体
験
。

こ
と
し
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
松
本
一
本
ネ

ギ
な
ど
地
域
に
合
っ
た
31
品
種
を
栽
培
し
ま
し
た
。

　
平
公
民
館
で
の
修
了
式
・
収
穫
祭
で
は
、
参
加
者

が「
習
っ
た
こ
と
を
家
で
も
実
践
し
た
ら
た
く
さ
ん

採
れ
た
」「
娘
が
ナ
ス
と
ピ
ー
マ
ン
が
好
き
に
な
っ　

信
濃
大
町「
恋
華

め
ぐ
り
」２
０
１
７

の
華
道
家
・
假
屋
崎

省
吾
さ
ん
の
作
品
展

示
が
11
月
４
日
に
始

ま
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
Ｊ

Ｒ
信
濃
大
町
駅
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
假
屋
崎
さ
ん
と
恋

人
の
聖
地
を
展
開
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域

活
性
化
支
援
セ
ン

た
」な
ど
の
感
想
を

話
し
な
が
ら
、
自
分

た
ち
で
育
て
た
野
菜

を
使
っ
た
豚
汁
や
サ

ラ
ダ
、
漬
物
な
ど
を

味
わ
い
ま
し
た
。

　
講
師
の
森
山
尨ゆ
た
か

さ

ん
は「
野
菜
は
丁
寧

に
栽
培
す
れ
ば
応
え

て
く
れ
る
。
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
て
こ

れ
か
ら
も
野
菜
づ
く

り
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」と
話
し
ま
し
た
。タ

ー
、
市
な
ど
で
つ
く
る
同
実
行
委
員

会
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
と
し

で
３
年
目
。
駅
に
飾
ら
れ
た
作
品
は
、

恋
人
の
聖
地
で
あ
る
鷹
狩
山
の
真
っ
赤

な
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
や
黄
色
い
モ
ミ
ジ
、

高
瀬
川
の
流
木
な
ど
を
使
い
ま
し
た
。

　
假
屋
崎
さ
ん
は「
季
節
感
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
る
作
品
と
し
た
。
花

を
と
お
し
て
夢
い
っ
ぱ
い
幸
せ
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
詰
め
掛

け
た
観
光
客
な
ど
を
前
に
話
し
ま
し
た
。

　
恋
華
め
ぐ
り
は
、
作
品
展
示
を
塩
の

道
ち
ょ
う
じ
や
や
文
化
会
館
な
ど
に
し

た
ほ
か
、
ス
イ
ー
ツ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
し
た
。

第
二
屋
内
運
動
場
が
完
成　
冬
場

の
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
年
間
で
活
用

た
の
し
い
野
菜
づ
く
り
教
室
収
穫
祭

安
心
・
安
全
な
野
菜
を
味
わ
う

假
屋
崎
省
吾
さ
ん
の
作
品
で
秋
の
大
町
を
彩
る

信
濃
大
町
恋
華
め
ぐ
り
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ときめきマイ・シティー

　
大
町
登
山
案
内
人
組
合
の
創
立
１
０
０
年
記
念
式
典
が

11
月
17
日
、
大
町
温
泉
郷
の
黒
部
観
光
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

れ
、
組
合
関
係
者
な
ど
約
１
２
０
人
が
出
席
し
て
節
目
を

祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
狩
野
正
明
会
長
は「
大
正
６
年
に
日
本
初
の
山

岳
ガ
イ
ド
組
織
と
し
て
発
足
以
来
、
案
内
や
登
山
道
整
備

な
ど
の
遭
難
防
止
活
動
を
行
い
安
全
な
登
山
を
支
え
て
き

た
。
一
時
は
組
合
員
が
数
人
に
な
っ
た
が
、
現
在
は
36
人

で
活
動
し
て
い
る
」と
、こ
れ
ま
で
の
活
動
を
紹
介
し
、「
こ

の
１
０
０
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
一
歩
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
北
ア
ル
プ
ス
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
し
て
い
き
た

い
。
今
ま
で
の
私
た
ち
の
活
動
に
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
感
謝
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
に
は
、

大
町
市
出
身
で

日
本
人
初
と
な

る
エ
ベ
レ
ス
ト

登
頂
に
成
功
し

た
信
濃
大
町
観

光
大
使
の
平
林

克
敏
さ
ん
が
講

演
。「
案
内
人

の
功
績
と
山
」

と
題
し
、
登
山

案
内
人
の
今
日

ま
で
の
軌
跡
や

重
要
性
を
語
り

ま
し
た
。

　

12
月
10
日
ま
で
開
催
す
る

「
第
１
回
美
術
展
ベ
ス
ト
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
ｉ
ｎ
信
濃
大
町
」の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

初
日
の
11
月
19
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
同
実
行
委
員
会
が
市
内
の
所

蔵
作
品
の
情
報
収
集
や
作
品
選

考
を
行
い
、
地
域
に
根
差
し
た

文
化
事
業
の
開
催
を
実
現
し
ま

し
た
。
会
場
の
文
化
会
館
、
フ

レ
ン
ド
・
プ
ラ
ザ
大
町
に
は
、

故
尾
竹
正
躬
さ
ん
な
ど
の
物
故

作
家
や
現
在
活
躍
中
の
市
内
在
住
・
出

身
の
作
家
な
ど
40
人
55
点
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
で
幕
を
開
け
、
続
く
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
で
、
作
家
の
紹
介
や
作
品
の
見

ど
こ
ろ
な
ど
を
解
説
す
る
と
、
訪
れ
た

人
は
熱
心
に
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
相
模
一
男
実
行
委
員
長
は「
大
町
に

素
晴
ら
し
い
作
品
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
い
、
郷
土
の
良
さ
と
芸
術
へ
の

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け
た
ら
」と
話

し
ま
し
た
。

　
市
は
、
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
フ
ァ
ン
感
謝
祭
を

11
月
19
日
、
総
合
体
育
館
で
開
催
し
、
約

２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は「
つ
ぶ
ら
な
瞳
Ｏ
Ｓ
Ｔ
コ
ラ
ボ

企
画
」と
し
て
栃
木
県
栃
木
市
の「
と
ち
介
」

や
静
岡
県
裾
野
市
の「
す
そ
の
ん
」が
駆
け
付

け
、
大
北
地
域
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
共
に
ク
イ

ズ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
対
抗
ゲ
ー
ム
な
ど
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
お
お
ま
ぴ
ょ

ん
の
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
や
缶
バ
ッ
ジ
作
り
、

塗
り
絵
な
ど
の
ほ
か
、
ゆ
る

キ
ャ
ラ
と
一
緒
に
写
真
を
撮
り
、

触
れ
合
い
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
バ
ン・イ
エ
ン
シ
ン
さ
ん（
北

原
町
）は
雪せ

凜り
ん

ち
ゃ
ん（
３
歳
）

と
参
加
し「
子
ど
も
が
大
フ
ァ

ン
。
感
謝
祭
は
初
め
て
だ
け
ど

ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
に
で
き
る
だ

け
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
応
援
し
た
い
」と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

大
町
登
山
案
内
人
組
合

創
立
１
０
０
年
を
祝
い
記
念
式
典

大
町
市
ゆ
か
り
の
作
品
が
一
堂
に

美
術
展
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

お
お
ま
ぴ
ょ
ん
へ
の
日
頃
の
応
援
に
感
謝

Ｏ
Ｓ
Ｔ
と
ご
近
所
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
勢
ぞ
ろ
い
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生涯学習
社公民館 平公民館・女性未来館ピュア

大町図書館

そば打ち講座
　「年越しそばを自分で打とう」を合言葉に、そば
打ちに挑戦してみませんか。初心者も大歓迎です。

■日時　12月11日（月）・13日（水）・15日（金）
全３回　午後６時30分～８時30分

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着10人
■講師　北林健さん（そば打ち愛好家）
■費用　3,000円（材料費）
■持ち物　エプロン、三角巾、タオル、そばを持

ち帰る容器、筆記用具
■申し込み　12月10日（日）までに、電話または

直接、社公民館へ。

第28回元旦マラソン

　新春に家族や友人と走りませんか。コースは、
社公民館から曽根原地区を往復する約３㎞です。
温かい飲み物や参加賞などを用意します。参加無
料です。ぜひご参加ください。

■日時　30年１月１日（月）　午前９時30分～正
午　 ▽受付　午前９時～９時20分

■対象　健康に自信のある人（小学生未満は保護
者同伴）

■参加区分　 ▽小学生以下の部　男・女

　 　 ▽一般の部（中学生以上）　男・女

　 　 ▽壮年の部（50歳以上）　男・女
■申し込み　12月26日（火）までに、電話または

直接、社公民館へ。
※当日参加も受け付けますが、できるだ
け事前にお申し込みください。

ひょうたんフットランプ作り講座

　最古の栽培植物でもあるひょうたんを使って、美し
い世界を創りだすランプを作りましょう。

■日時　12月21日（木）　午後１時30分～４時30分
■会場　平公民館・女性未来館ピュア　学習室
■対象・定員　市内にお住まいの人　先着10人
■講師　北島拓弥さん（ひょうたんアーティスト）
■費用　4,000円（材料費）
■持ち物　簡易なマスク
■申し込み　12月12日（火）までに、電話または直接、

平公民館・女性未来館ピュアへ。
■その他　託児あります。事前にお申し込みください。
■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア
　℡・有線２２－０６９４

クリスマスお楽しみ会
　英語と日本語によるクリスマスの劇やオカリナ演奏
でみんなでワイワイ楽しみましょう。すてきなプレゼ
ントが当たるお楽しみ抽選会も開催します。申し込み
不要、参加無料です。ぜひ遊びに来てください。

■日時　12月16日（土）　午後２時～３時30分

▽開場　午後１時45分
■会場　大町図書館　視聴覚室
■内容

▽第１部　「ことばの森」の皆さんと公募で選ばれた市
民の皆さんによる英語と日本語の劇『いちばんはじめ
のクリスマス』

▽第２部　「オカリーナポポロ」の皆さんによるオカリ
ナ演奏

▽お楽しみ抽選会（子ども対象）
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線２１－１６１６

■会場・問い合わせ
　社公民館　℡・有線２２－０３７８



19 広報おおまち　2017.12

体育協会

ギャラリー・いーずら

総合体育館

児童センター

ゲートボール教室
　ゲートボールは場面に応じた的確な判断が必要
なため、常に頭を使い精神面の若さを維持できま
す。楽しく仲間と交流を深め、冬期間の運動不足
を解消しませんか。

■日時　30年１月17日（水）・22日（月）・24日（水）・
29日（月）・31日（水）、２月５日（月）・７
日（水）・14日（水）・19日（月）・21日（水）
全10回　午前９時～11時30分

■会場　運動公園第一屋内運動場
■対象・定員　市内にお住まいの人　先着20人
■費用　1,000円（保険料など）
■申し込み　30年１月15日（月）までに、費用を

添えて直接、体育協会へ。
■問い合わせ　体育協会　℡・有線２２－７６５８

市内学校展
　この展覧会は、市内の児童・生徒が、学校の授
業やクラブ活動で制作した絵画や彫刻、書道など
の作品を多数展示します。
　この機会に、子どもたちの感性豊かな作品をぜ
ひご覧ください。入場無料です。

■学校名・期日

▽美麻小中学校　12月15日（金）～18日（月）
■時間　午前10時～午後５時（最終日は午後４時まで）
■会場　ギャラリー・いーずら　展示室

（いーずら大町特産館　２階）
■問い合わせ
　生涯学習課生涯学習･青少年係　℡ 市 内線６２２

小学生スキー教室
　スキーを始めて間もない子どもや初めてスキーを
履く子どもを対象に、スキー教室を開催します。寒
さを吹き飛ばして、みんなで楽しく滑りましょう。

■期日　 ▽１回目　30年１月20日（土）
　　　　 ▽２回目　30年２月３日（土）　全２回
※原則両日参加ですが、１回目のみの参加は可能です。
■時間　午前９時30分～午後３時　 ▽ 受付　午前

９時
■会場　爺ガ岳スキー場
■対象・定員　市内にお住まいの小学１～３年生の

スキー初心者　先着60人
■講師　大町市スポーツ推進委員
■費用　2,600円（保険料、リフト代ほか）

※１回目のみは1,750円
■持ち物　スキー用具一式、帽子、ゴーグル、手袋２

セット（濡れたときの交換用）、昼食、飲み物
■その他

▽スキー用具のレンタルを希望する場合は、事前に
総合体育館に申し込んでください（１日1,000円）。

▽昼食は持参してください。豚汁を用意します。

▽会場への送迎は、保護者が行ってください。

▽２回目に保護者向けのポイントレッスン教室を開催
します。参加を希望する場合は、事前に総合体育館に
申し込んでください（2,400円、保険料・リフト代込み）。
■申し込み　30年１月12日（金）までに、費用を添

えて直接、総合体育館へ。
■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

クリスマス会
　クリスマスツリー作りやお話を楽しみませんか。
おおまぴょんサンタの登場やプレゼントもあります。

■日時　12月15日（金）　午前10時～11時30分
■対象　市内にお住まいの未就園児と保護者　先着30組
■費用　200円
■申し込み　12月14日（木）までに、電話または直接、

　児童センターへ。
■会場・問い合わせ
　児童センター　℡・有線２２－０７４１
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　八日町の「平林家住宅主屋」「平林家住宅文庫
蔵・塩蔵・漬物蔵」の２棟が、文部科学省の平
成29年10月27日付け告示第170号で国登録文
化財の登録となりました。今回は特別編として
この文化財を紹介します。
　その歴史は、平林家住宅として主屋が明治
23（1890）年に建築、土蔵は文庫蔵が江戸時代
後期に建てられ、塩蔵・漬物蔵が明治２（1869）
年に増築されました。その後、昭和57年から
は「塩の道博物館」として、平成25年からは「塩
の道ちょうじや」として使用しています。

平林家住宅主屋

　八日町や五日町など51棟が全焼した明治22
年の大火後、翌年の明治23年に再建され、東
西約18.1ｍ、南北約19.6ｍの範囲に２階建て
の本

もと
屋
や

棟の桁
けた

行
ゆき

７間（東西約12.7ｍ）、梁
はり

行
ゆき

９間
（南北約19.6ｍ）とその西側に平屋の座敷棟の桁
行３間（東西約5.4ｍ）、梁間５間（南北約9.7ｍ）
を合体させた土蔵造で、式

しき
台
だい

玄関や座敷など江
戸時代後期の建築の伝統を残し、接客空間を充
実させた上層階級の町家の典型的な建造物です。
　松本の開智学校など明治の近代都市建築を手

『平林家住宅主
しゅ

屋
おく

』・『平林家住宅文
ぶん

庫
こ

蔵
ぐら

・塩
しお

蔵
ぐら

・漬
つけ

物
もの

蔵
ぐら

』
（国登録有形文化財）

掛けた大工棟
とうりょう

梁・立石清重の設計により、防火
壁などの防火対策を取り入れた大町初の土蔵造
町家で、明治時代中期の当地方の造形模範とも
いえる建物です。

平林家住宅文庫蔵・塩蔵・漬物蔵
　主屋の北側に位置し、木造２階建て、切妻造
の置き屋根に東側の正面に庇

ひさし
をつけた瓦葺の３

棟の蔵が一体となった土蔵で、大きさは梁間３
間（東西約5.4ｍ）、桁行13間（南北約24.6ｍ）です。
　文庫蔵は、桁行５間（南北約９ｍ）、梁間３間（東
西約5.4ｍ）の棟

むな
持
も

ち柱構造で、安政６（1859）
年に修繕した際の木札の墨書から、これより前
の江戸時代後期の建築だと推測できます。
　塩蔵は、桁行４間（南北約7.2ｍ）、梁間３間で、
１階は土間です。現在も塩の貯蔵に使用したに
がりだめなどが良好な状態です。階段と柱に明
治２年の墨書があり、この年に増築されたと推
測できます。
　漬物蔵は、桁行４間（南北約7.2ｍ）、梁間３間。
柱に明治２年の墨書があり、塩蔵と時を同じく
して増築されたと推測されます。

■問い合わせ
　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

109 特別編大町市の文化財

【広告】
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【年末年始の業務・施設】
業務

月日
燃えるごみ
収 集

金 属 ご み
収 集

資 源 物
収 集

環境プラント
（持ち込み）

グ リ ー ン
パ ー ク

し尿・雑排水
収 集

北アルプス
広域葬祭場

12月23日（土）
休　み

休　み

常盤地区Ａコース ９時〜11時

休　み 休　み

通常営業
12月24日（日） 常盤地区Ｂコース ９時〜11時

12月29日（金）大町・美麻地区

休　み

※市役所ステー
ションも休みです。

休　み
12月30日（土）

休　み12月31日（日）
休　み

※火葬予約は
受け付けます。

１月  １日（月）

１月 ２日（火）

１月 ３日（水）

【年始の休日緊急当番医・薬局】
■休日緊急当番医（大北一円）

（診療時間 9：00～17：00）

１月１日（月）
大町協立診療所（大新田町） ℡ 26－5200
近藤医院　　 （松川村） ℡ 62－9187
白馬診療所　 （白馬村） ℡ 75－4123

１月２日（火）
伊東医院　　 （大黒町） ℡ 22－0077
西森整形外科（松川村） ℡ 61－1700
神城醫院　　 （白馬村） ℡ 75－7050

１月３日（水）
柿下クリニック（清　水） ℡ 21－1230
太田医院　　 （池田町） ℡ 62－1010
横澤医院　　 （白馬村） ℡ 72－2008

■歯科（大北一円）
（受付時間 9：00～11：00、診療時間 9：00～12：00）
１月１日（月）金子歯科医院  （旭　町） ℡ 23－2200
１月２日（火）おだ歯科　　  （白馬村） ℡ 72－6482
１月３日（水）平林歯科医院  （東　町） ℡ 22－1149

■薬局（市内）
（営業時間 9：00～17：30）

１月１日（月）タカミ薬局　  （下仲町） ℡ 22－0180
１月２日（火）はなのき林薬局（東若宮町） ℡ 85－0595
１月３日（水）れんげ薬局　  （高見町） ℡ 22－0125

【年末年始の水道工事当番事業者】
　市では、年末年始の水道工事・修理を大町市水道事業協同組合に依頼しています。期間中の宅内水道管の凍結
や破裂などの修理依頼は、次の工事当番事業者にお問い合わせください。12月28日（木）までと１月４日（木）以
降の営業は指定工事業者に直接お問い合わせください。

月　日 　当　番　事　業　者
12月29日（金） ㈱ジーシーアイ ℡ 22－3145 ㈲大信建設 ℡ 23－2838
12月30日（土） ㈱鹿島総設 ℡ 23－3698 ㈱信濃美植 ℡ 23－6400
12月31日（日） 日特工業㈱ ℡ 22－5266 ㈲岡村設備工業 ℡ 22－4885
１月  １日（月） ㈱黒部電業舎 ℡ 22－7771 ㈲南原電気工業 ℡ 22－0772
１月 ２日（火） 中部精器㈲ ℡ 22－2213 ㈱長澤設備工業 ℡ 22－1466
１月 ３日（水） ㈱ピュアハウス ℡ 26－1120 信光実業㈱大町支店 ℡ 22－2848

水道工事は大町市水道指定給水装置工事事業者（指定工事事業者）で施工してください

▽給水装置の工事は大町市の指定工事事業者以外ではできません。

▽漏水修理を指定工事事業者以外で施工した場合、水道料金の減免はできませんので、ご注意ください。

▽指定工事事業者一覧は、市ホームページで確認できます（「大町市 指定給水装置工事事業者一覧」で検索）。

　年末年始のご案内 　年末年始の業務・施設などの
休みや休日緊急当番医などは、
次のカレンダーのとおりです。

　年末分は、30 ページに掲載しています。変更する場
合があります。事前に確認の上、受診・来店してください。
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子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
課
の
共
通
事
項

■
募
集
人
数　
各
若
干
名

■
居
住
地　
通
勤
可
能
な
地
域
に

お
住
ま
い
の
人

■
勤
務
地

▽
保
育
士
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
、

長
時
間
保
育
士
、
調
理
員

　
…
…
…
…
…
…
…
市
内
保
育
園

▽
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
・
補
助
員

　
…
…
…
…
…
市
内
児
童
ク
ラ
ブ

▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
児
童

セ
ン
タ
ー
支
援
員

　
…
…
…
…
…
…
児
童
セ
ン
タ
ー

▽
母
子
通
園
訓
練
所
あ
ゆ
み
園
保

育
士
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同
園

■
勤
務
日
数

▽
保
育
士
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

　
…
…
…
…
…
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
勤
務
が
あ

り
ま
す
。

▽
調
理
員
…
…
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
、祝
日
の
勤
務
、変
則

勤
務
、
時
間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

▽
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
、
補
助
員

　
…
…
…
…
…
１
カ
月
25
日
程
度

▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
児
童

セ
ン
タ
ー
支
援
員

　
…
…
…
…
…
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

▽
母
子
通
園
訓
練
所
あ
ゆ
み
園
保

育
士

　
…
週
３
～
５
日　
※
平
日
勤
務

■
申
し
込
み　
12
月
４
日（
月
）～

22
日（
金
）ま
で
に
、
子
育
て
支
援

課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
子
育
て
支
援
課
に
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
当
・
保
険　
通
勤
距
離
に
よ

り
通
勤
手
当
を
支
給（
２
㎞
以
上
）。

雇
用
保
険
、
社
会
保
険
の
加
入
が

あ
り
ま
す
。

■
採
用
試
験　

30
年
１
月
21
日

（
日
）午
前
９
時
か
ら
、
市
役
所
東

庁
舎
２
階
東
会
議
室
で
、
面
接
を

行
い
ま
す
。

■
そ
の
他　
共
通
事
項
に
あ
て
は

ま
ら
な
い
項
目
は「
■
そ
の
他
」に

記
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

子
育
て
支
援
課（
市
役
所
本
庁
舎

３
階
）

℡
市
内
線
６
８
１
・
６
８
３

月
額
保
育
士

■
応
募
資
格　
保
育
士
資
格
が
あ

り
、
保
育
園
・
幼
稚
園
に
お
い
て

３
年
以
上
の
経
験
が
あ
る
人

■
業
務
内
容　
ク
ラ
ス
担
当（
３

歳
未
満
児
ク
ラ
ス
は
複
数
担
任
の

場
合
あ
り
）

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時　
※
保
育
園
に
よ
り
変

則
勤
務
、
時
間
外
勤
務
が
あ
り
ま

す
。

■
賃
金　
月
額
20
万
３
０
０
円

日
額
保
育
士

■
応
募
資
格　
保
育
士
資
格
が
あ

る
人（
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容　
ク
ラ
ス
担
任
補
助
、

子
育
て
支
援
事
業
担
当
、
障
が
い

児
加
配
、
特
別
保
育
担
当
な
ど

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時　
※
保
育
園
に
よ
り
変

則
勤
務
、
時
間
外
勤
務
が
あ
り
ま

す
。

■
賃
金　
日
額
７
６
０
０
円

時
給
保
育
士

■
応
募
資
格　
保
育
士
資
格
が
あ

る
人（
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容　
ク
ラ
ス
担
任
補
助
、

子
育
て
支
援
事
業
担
当
、
障
が
い

児
加
配
、
特
別
保
育
担
当
な
ど

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
の
う
ち
７
時
間
以
内　

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　
時
給
額
８
８
０
円

休
日
保
育
士

■
応
募
資
格　
保
育
士
資
格
が
あ

る
人（
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容　
土
・
日
曜
日
、
祝

日（
年
末
年
始
を
除
く
）の
保
育

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分　
※
変
則
勤
務
、

時
間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　
土
曜
日　
時
給
額
９
８

０
円
、
日
曜
日　
時
給
額
１
１
０

０
円

■
そ
の
他

▽
勤
務
地　
は
な
の
き
保
育
園

▽
勤
務
日
数　
週
２
日
程
度

▽
通
勤
手
当
や
雇
用
保
険
、
社
会

保
険
の
加
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

■
応
募
資
格　
58
歳
以
上
の
人

■
業
務
内
容　
保
育
補
助
、
草
む

し
り
な
ど
の
環
境
整
備
、
簡
単
な

施
設
修
繕
な
ど

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
２
時
15
分

■
賃
金　
時
給
額
８
１
０
円

大
町
市
臨
時
職
員
募
集

平成30年度

市
で
は
、
次
の
職
種
で
30
年
４
月
採
用
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限
が

　
　
12
月
22
日（
金
）ま
で
の
も
の
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長
時
間
保
育
士

■
業
務
内
容　
長
時
間
保
育
の
時

間
内
で
の
保
育

■
勤
務
時
間　
午
前
７
時
30
分
～

８
時
30
分
、
午
後
４
時
30
分
～
７

時　
※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、

時
間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　
時
給
額
１
１
０
０
円

■
そ
の
他

▽
勤
務
日
数　
１
カ
月
20
～
25
日

▽
通
勤
手
当
、
雇
用
保
険
、
社
会

保
険
の
加
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

月
額
給
食
調
理
員

■
応
募
資
格　
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

▽
過
去
３
年
以
内
に
市
内
の
保
育

園
に
月
額
調
理
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
人（
た
だ
し
、
そ
の
勤
務

期
間
が
３
カ
月
未
満
の
場
合
は
除

く
）

▽
29
年
度
に
市
内
の
保
育
園
で
日

額
調
理
員
と
し
て
６
カ
月
以
上
勤

務
し
て
い
た
人

■
業
務
内
容　
給
食
調
理
員
、
衛

生
管
理
業
務
な
ど

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

■
賃
金　
月
額
14
万
９
０
０
０
円

日
額
給
食
調
理
員

■
業
務
内
容　
給
食
調
理
員
、
衛

生
管
理
業
務
な
ど

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

■
賃
金　
日
額
６
６
０
０
円

時
給
給
食
調
理
員

■
業
務
内
容　
給
食
調
理
補
助
、

衛
生
管
理
業
務
補
助
な
ど

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
の
う
ち
４
時
間
以
内

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　
時
給
額
８
８
０
円

■
そ
の
他　
社
会
保
険
の
加
入
は

あ
り
ま
せ
ん
。

月
額
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

■
応
募
資
格　
保
育
士
ま
た
は
教

員
資
格
が
あ
る
人（
30
年
４
月
１

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む
）

■
業
務
内
容　
登
録
児
童
の
支
援

な
ど

■
勤
務
時
間

▽
平
日　
午
後
１
時
～
６
時

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
な
ど　
午
前

８
時
～
午
後
６
時

※
週
33
時
間
以
内
、
月
～
土
曜
日

勤
務

■
賃
金　
月
額
14
万
円

時
給
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

■
応
募
資
格　
保
育
士
ま
た
は
教

員
資
格
が
あ
る
人（
30
年
４
月
１

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む
）

■
業
務
内
容　
登
録
児
童
の
支
援

な
ど

■
勤
務
時
間　

▽
平
日　
午
後
２
時
～
６
時
30
分

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
な
ど　
午
前

８
時
～
午
後
６
時

※
週
24
時
間
以
内
、
月
～
土
曜
日

の
う
ち
１
日
４
時
間
以
内

■
賃
金　
時
給
額
８
８
０
円

時
給
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
員

■
業
務
内
容　
登
録
児
童
の
支
援

な
ど

■
勤
務
時
間　

▽
平
日　
午
後
２
時
～
６
時

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
な
ど　
午
前

８
時
～
午
後
６
時

※
週
24
時
間
以
内
、
月
～
土
曜
日

の
う
ち
１
日
４
時
間
以
内

■
賃
金　
時
給
額
８
１
０
円

■
そ
の
他　
雇
用
保
険
、
社
会
保

険
の
加
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

月
額
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

児
童
セ
ン
タ
ー
支
援
員

■
応
募
資
格　
保
育
士
ま
た
は
教

員
資
格
が
あ
り
、
保
育
園
・
幼
稚

園
に
お
い
て
３
年
以
上
の
経
験
が

あ
る
人

■
業
務
内
容　
未
就
園
児
親
子
の

子
育
て
支
援
の
企
画
運
営

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
週
38
時
間
45
分
以
内

■
賃
金　
月
額
16
万
１
６
０
０
円

日
額
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

休
日
保
育
士

■
応
募
資
格　
保
育
士
ま
た
は
教

員
資
格
が
あ
る
人（
30
年
４
月
１

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む
）

■
業
務
内
容　
土
・
日
曜
日
、
祝

日
の
保
育

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
賃
金　
日
額
６
６
５
０
円

時
給
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

保
育
士

■
応
募
資
格　
保
育
士
ま
た
は
教

員
資
格
が
あ
る
人（
30
年
４
月
１

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む
）

■
業
務
内
容　
未
就
園
児
親
子
の

子
育
て
支
援

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
０
時
30
分

※
１
日
４
時
間
以
内

■
賃
金　
時
給
額
８
８
０
円

■
そ
の
他

▽
平
日
勤
務
で
す
。

▽
そ
の
他　
雇
用
保
険
、
社
会
保

険
の
加
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

母
子
通
園
訓
練
所

あ
ゆ
み
園
保
育
士

■
応
募
資
格　
保
育
士
ま
た
は
教

員
資
格
が
あ
る
人（
30
年
４
月
１

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む
）

■
業
務
内
容　
発
達
に
心
配
の
あ

る
子
ど
も
の
支
援

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時
15
分

■
賃
金　
日
額
６
６
８
０
円
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共
通
事
項

■
居
住
地　
通
勤
可
能
な
地
域
に

お
住
ま
い
の
人

■
申
し
込
み　
12
月
12
日（
火
）～

30
年
１
月
12
日（
金
）ま
で
に
、
市

役
所
本
庁
舎
の
各
担
当
窓
口
、
市

八
坂
・
市
美
麻
支
所
、
社
会
就
労

セ
ン
タ
ー
、
美
麻
福
祉
企
業
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
各
担
当
窓
口
に
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
当
・
保
険　
通
勤
距
離
に
よ

り
通
勤
手
当
を
支
給（
２
㎞
以
上
）。

雇
用
保
険
、
社
会
保
険
の
加
入
が

あ
り
ま
す
。

市
役
所
一
般
事
務

一
般
事
務

■
募
集
人
数　
約
20
人

■
勤
務
地　
市
役
所
ま
た
は
市
の

施
設

■
応
募
資
格　
高
校
卒
業
程
度
の

学
力
が
あ
る
人　
※
障
が
い
が
あ

る
人
も
募
集
し
ま
す
。

■
業
務
内
容　
事
務
補
助

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分　
※
一
部
施
設
で

は
変
則
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。施
設
に
よ
り
土・

日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。
短

期
間
雇
用
も
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　
日
額
６
３
０
０
円

■
採
用
試
験　

30
年
１
月
27
日

（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
市
役
所
東

庁
舎
２
階
東
会
議
室
で
、
教
養
試

験
と
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

庶
務
課
職
員
係（
市
役
所
本
庁
舎

２
階
）

℡
市
内
線
５
１
３
・
５
１
４

庶
務
課

電
話
交
換
手

■
募
集
人
数　
１
人

■
勤
務
地　
市
役
所

■
応
募
資
格　
次
の
勤
務
時
間
の

①
〜
③
の
勤
務
が
可
能
な
人

■
業
務
内
容　
庁
内
の
電
話
交
換

業
務

■
勤
務
時
間（
交
替
制
）

①
午
前
８
時
30
分
～
正
午

②
午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時

③
午
後
１
時
～
５
時
15
分

■
勤
務
日
数　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制

■
賃
金　
時
給
額
９
４
０
円

■
採
用
試
験　

30
年
１
月
28
日

（
日
）午
前
９
時
か
ら
、
市
役
所
本

庁
舎
２
階
庁
議
室
で
、
面
接
を
行

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

庶
務
課
行
政
管
理
係（
市
役
所
本

庁
舎
２
階
）

℡
市
内
線
５
１
１
・
５
１
２

市
八
坂
・

市
美
麻
支
所

八
坂
・
美
麻
地
域
振
興
支
援
員

■
募
集
人
数

▽
八
坂
地
区　
１
人

▽
美
麻
地
区　
１
人

■
居
住
地　
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん

が
採
用
後
に
市
内
に
居
住
で
き
る
人

■
勤
務
地　
市
八
坂
・
市
美
麻
支

所■
応
募
資
格　
普
通
自
動
車
運
転

免
許（
Ａ
Ｔ
限
定
を
除
く
）が
あ
り
、

基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き

る
人

■
業
務
内
容　
住
民
自
治
組
織
の

運
営
に
関
す
る
活
動
、
集
落
機
能

維
持
に
向
け
た
取
り
組
み

■
勤
務
日
数　
１
カ
月
20
日
程
度

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分　
※
変
則
勤
務
、

時
間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
報
酬　
月
額
20
万
円

■
採
用
試
験　

▽
１
次
審
査　
書
類
選
考

▽
２
次
審
査　
１
次
審
査
合
格
者

に
通
知
し
、
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
そ
の
他　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

▽
市
八
坂
支
所
総
務
係

℡
２
６
・
２
０
０
１

▽
市
美
麻
支
所
総
務
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

市
民
課

看
護
師

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
勤
務
地　
八
坂
診
療
所

■
応
募
資
格　
看
護
師
の
資
格
が

あ
る
人（
准
看
護
師
も
可
）

■
業
務
内
容　
診
療
所
で
の
看
護

業
務
全
般

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分　
※
相
談
に
応
じ

ま
す
。

■
勤
務
日
数　
１
カ
月
10
～
15
日

程
度　
※
週
２
～
３
日
勤
務

■
賃
金　
時
給
額
１
６
０
０
円

■
採
用
試
験　
30
年
１
月
下
旬
に
、

八
坂
診
療
所
で
面
接
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

市
民
課
国
保
・
年
金
係（
市
役
所

本
庁
舎
１
階
３
番
窓
口
）

℡
市
内
線
４
２
４

福
祉
課

作
業
指
導
員
お
よ
び
福
祉

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者（
就
労
）

■
募
集
人
数　
11
人

■
勤
務
地　
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
美
麻
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー

■
応
募
資
格　
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
持
っ
て
い
る
人
。
福
祉

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
就
労
分

野
の
資
格
が
あ
る
人（
30
年
４
月

１
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を

含
む
）

■
業
務
内
容　
作
業
指
導
・
サ
ー

ビ
ス
管
理

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
勤
務
日
数　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制

■
賃
金　
月
額
17
万
円

■
採
用
試
験　

30
年
１
月
20
日

（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
総
合
情
報

申
込
期
限
が

　
30
年
１
月
12
日（
金
）ま
で
の
も
の
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セ
ン
タ
ー
２
階
テ
レ
ビ
会
議
室
で
、

面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

福
祉
課
福
祉
係（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
８
番
窓
口
）

℡
市
内
線
４
１
２

 

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会
の
共
通
事
項

■
居
住
地　
通
勤
可
能
な
地
域
に

お
住
ま
い
の
人

■
勤
務
日
数　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制

■
採
用
試
験　

30
年
１
月
28
日

（
日
）午
前
９
時
か
ら
、
市
役
所
東

庁
舎
２
階
会
議
室
で
、
教
養
試
験

と
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

学
校
教
育
課
庶
務
係（
市
役
所
本

庁
舎
３
階
）

℡
市
内
線
６
１
１

学
校
事
務
員

■
募
集
人
数　
６
人
程
度

■
勤
務
地　
市
内
小
・
中
学
校

■
業
務
内
容　
学
校
事
務（
伝
票

処
理
、
給
食
会
計
処
理
な
ど
）

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時　
※
学
校
に
よ
り
多
少

の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　
日
額
６
３
０
０
円

月
額
学
校
給
食
調
理
員

■
募
集
人
数　
６
人
程
度

■
勤
務
地　
市
内
小
・
中
学
校

■
応
募
資
格　
３
年
以
上
の
学
校

給
食
調
理
業
務
経
験
が
あ
る
か
、

調
理
師
免
許
が
あ
る
人

■
業
務
内
容　
学
校
給
食
の
調
理

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
15
分
～

午
後
４
時　
※
学
校
に
よ
り
多
少

の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　
月
額
13
万
４
５
０
０
円

日
額
学
校
給
食
調
理
員

■
募
集
人
数　
16
人
程
度

■
勤
務
地　
市
内
小
・
中
学
校

■
業
務
内
容　
学
校
給
食
の
調
理

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
15
分
～

午
後
４
時　
※
学
校
に
よ
り
多
少

の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　
日
額
５
７
３
０
円

※
美
麻
小
中
学
校
の
み
、
７
時
間

45
分
勤
務
は
日
額
６
３
４
０
円
、

４
時
間
勤
務
は
時
給
額
８
１
８
円

学
校
栄
養
士

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
勤
務
地　
市
内
小
・
中
学
校

■
応
募
資
格　
栄
養
士
資
格
が
あ

る
人（
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容　
学
校
栄
養
職
員
業

務■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
15
分
～

午
後
４
時
45
分　
※
学
校
に
よ
り

多
少
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　
月
額
17
万
５
０
０
円

学
校
図
書
館
司
書

■
募
集
人
数　
７
人
程
度

■
勤
務
地　
市
内
小
・
中
学
校

■
応
募
資
格　
図
書
館
司
書
資
格

が
あ
る
人（
30
年
４
月
１
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容　
図
書
館
司
書
業
務

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
15
分
～

午
後
４
時
45
分　
※
学
校
に
よ
り

多
少
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　
日
額
７
５
５
０
円

学
校
校
務
員

■
募
集
人
数　
９
人
程
度

■
勤
務
地　
市
内
小
・
中
学
校

■
応
募
資
格　
普
通
自
動
車
運
転

免
許
が
あ
る
人

■
業
務
内
容　
学
校
施
設
管
理
な

ど
の
用
務

■
勤
務
時
間　
午
前
７
時
30
分
～

午
後
４
時　
※
学
校
に
よ
り
多
少

の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　
日
額
７
９
５
０
円

大
町
図
書
館
司
書

■
募
集
人
数　
１
人

■
勤
務
地　
大
町
図
書
館

■
応
募
資
格　
図
書
館
司
書
資
格

が
あ
る
人（
30
年
４
月
１
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容　
図
書
館
司
書
業
務

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
６
時
45
分
の
う
ち
１
日
８
時

間
45
分（
休
憩
時
間
１
時
間
を
含

む
）

■
賃
金　
日
額
７
５
５
０
円

常
盤
公
民
館
、
社
公
民
館
・

民
俗
資
料
館
管
理
員

■
募
集
人
数

▽
常
盤
公
民
館　
１
人

▽
社
公
民
館
・
民
俗
資
料
館　
１

人■
勤
務
地　
常
盤
公
民
館
、
社
公

民
館
・
民
俗
資
料
館

■
業
務
内
容　
施
設
使
用
受
付
、

施
設
管
理（
防
火
、
防
犯
、
清
掃

な
ど
）

■
勤
務
時
間　

▽
常
盤
公
民
館　
午
後
４
時
～
９

時
30
分

▽
社
公
民
館
・
民
俗
資
料
館　
月
～

金
曜
日
の
う
ち
３
日
間
以
内
の
午

後
４
時
～
９
時
30
分
お
よ
び
土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
賃
金　
日
額
６
３
０
０
円

体
育
施
設
管
理
員（
芝
生
管
理
）

■
募
集
人
数　
１
人

■
勤
務
地　
総
合
体
育
館

■
応
募
資
格　
大
型
特
殊
自
動
車

運
転
免
許
が
あ
る
人

■
業
務
内
容　
芝
生
施
設
管
理
全

般
、
市
内
体
育
施
設
管
理（
芝
刈

り
、薬
剤
散
布
、施
設
補
修
な
ど
）

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分　
※
変
則
勤
務
、

時
間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
採
用
期
間　
30
年
４
月
～
11
月

■
賃
金　
日
額
９
８
０
０
円
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募集募集

募集

募集

中
心
市
街
地
活
性
化
委
員

　
市
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
の
実
施
状
況
や
効
果
な
ど
を
検
証

す
る
市
中
心
街
地
活
性
化
委
員
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
応
募
資
格　
20
歳
以
上
の
市
民
で
、中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
心
が
あ
る
人

■
任
期　
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

■
会
議　
年
３
～
４
回

■
応
募
方
法　
12
月
28
日（
木
）ま
で
に
、

応
募
動
機
を
任
意
の
様
式
に
８
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送（
当
日
必

着
）ま
た
は
直
接
、
商
業
労
政
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

℡
市
内
線
５
４
２

30
年
１
月
採
用
市
臨
時
職
員

　
市
は
、
次
の
職
種
で
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

税
務
課

一
般
事
務

■
募
集
人
数　
３
人

■
居
住
地　
通
勤
可
能
な
地
域
に
お
住

ま
い
の
人

■
勤
務
地　
市
役
所

■
業
務
内
容　
証
明
書
発
行
事
務
、
確

定
申
告
準
備
、
申
告
受
付
事
務
、
課
税

直
接
、建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。応
募
者

多
数
の
場
合
は
、抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

水
中
運
動
教
室
参
加
者

　
水
中
運
動
は
、
膝
な
ど
へ
の
負
担
が

少
な
く
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
向

上
が
期
待
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
20
日
～
30
年
３
月
14
日

全
12
回　
毎
週
水
曜
日　
午
後
１
時
15

分
～
２
時
15
分　
※
30
年
１
月
３
日
は

休
み
で
す
。

■
会
場　
大
町
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

■
対
象
・
定
員　
市
内
に
お
住
ま
い
の

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人（
要
支
援
の

人
も
参
加
で
き
ま
す
）　
先
着
10
人

■
費
用　
１
０
０
円
／
回（
保
険
料
ほ
か
）

■
持
ち
物　
水
着
、ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ

プ
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

■
申
し
込
み　
12
月
13
日（
水
）ま
で
に
、

電
話
で
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
。

■
そ
の
他　
送
迎
を
希
望
す
る
人
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
４
１
７

12
月
10
日
～
16
日
は「
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

　
平
成
18
年
６
月
に「
拉
致
問
題
そ
の

他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し

て
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

　
毎
年
12
月
10
日
～
16
日
は「
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」で
す
。
国

民
的
課
題
で
あ
る
拉
致
問
題
の
解
決
を

は
じ
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
、
国
際
社
会

を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ

る
中
、
こ
の
問
題
へ
の
関
心
と
認
識
を

深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　
ま
ち
づ
く
り
交
流
課

男
女
共
同
参
画
・
人
権
政
策
担
当

℡
市
内
線
５
３
３

事
務
処
理
補
助

■
雇
用
期
間　
30
年
１
月
５
日（
金
）～

３
月
30
日（
金
）

■
勤
務
日
数　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

■
賃
金　
日
額
６
３
０
０
円

■
採
用
試
験　
12
月
21
日（
木
）午
前
９

時
か
ら
、
市
役
所
本
庁
舎
庁
議
室
で
、

面
接
を
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み　
12
月
18
日（
月
）ま
で
に
、

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
、
庶
務
課
職
員
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

庶
務
課
職
員
係（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

℡
市
内
線
５
１
３

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅

▽
中
原（
大
町
）＝
２
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

平
成
30
年
１
月
４
日（
木
）か
ら
入
居
で

き
ま
す
。

※
Ｄ
Ｋ
＝
台
所
兼
食
事
室
、
Ｂ
＝
浴
槽

な
し
浴
室

■
入
居
の
条
件　
市
内
に
お
住
ま
い
か

勤
め
て
い
る
人
で
、
単
身
世
帯
ま
た
は

同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、
所
得
が
一
定

額
以
内
な
ど
の
基
準
に
合
う
人
。
犬
、

猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
で
す
。

■
申
し
込
み　
12
月
15
日（
金
）ま
で
に
、

お知らせ
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平
成
30
年
度
長
野
県「
地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金
」説
明
会

　
長
野
県
で
は
、
30
年
度
募
集「
地
域

発　
元
気
づ
く
り
支
援
金
」の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
の
助
成
制
度
で
、
地

域
の
元
気
を
生
み
出
す
モ
デ
ル
的
で
発

展
性
の
あ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
12
月
21
日（
木
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場　
大
町
合
同
庁
舎　
５
階　
講

堂■
そ
の
他　
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
８
３
０
・
８
３
１

▽
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
企
画
振
興
課

℡
２
３
・
６
５
０
１

信
州
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

開
幕
５
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト

　
国
内
最
大
級
の
花
と
緑
の
イ
ベ
ン
ト
、

全
国
都
市
緑
化
信
州
フ
ェ
ア「
信
州
花

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
～
北
ア
ル
プ
ス
の

贈
り
も
の
～
」が
、
平
成
31
年
４
月
か

ら
松
本
平
広
域
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
、

ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
と
烏
川
渓
谷

没
者
等
の
妻
や
父
母
な
ど
）が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
で
順
位
が
先
に
な

る
遺
族
の
う
ち
１
人

▽
支
給
対
象
者

1　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

2　
戦
没
者
等
の
子

3　
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹　
※
戦
没
者
等
の
死
亡

当
時
、
生
計
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

の
要
件
に
よ
り
順
位
が
入
れ
替
わ
り
ま

す
。

4　
1
～
3
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親

等
内
の
親
族（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
が

あ
っ
た
人
に
限
り
ま
す
）

■
そ
の
他　
請
求
方
法
や
支
給
内
容
な

ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
庶
務
係

℡
市
内
線
４
１
１

お
お
ま
ぴ
ょ
ん
に

年
賀
状
を
送
っ
て
ね

　
昨
年
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
年
賀

状
を
い
た
だ
き
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
も
大
喜

び
で
し
た
。
こ
と
し
も
皆
さ
ん
か
ら
の

年
賀
状
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
お
送
り
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
お
返

事
す
る
ほ
か
、
抽
選
で
お
お
ま
ぴ
ょ
ん

や
つ
ぶ
ら
な
瞳
Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
グ
ッ
ズ
が
当

た
り
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
宛
先　
〒
３
９
８

－

８
６
０
１

大
町
市
大
町
３
８
８
７

大
町
市
役
所
お
お
ま
ぴ
ょ
ん

■
問
い
合
わ
せ

商
工
労
政
課
ブ
ラ
ン
ド
振
興
担
当

℡
市
内
線
５
４
３

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　
広
報
お
お
ま
ち
№
１
０
４
２（
平
成

29
年
11
月
号
）に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

15
ペ
ー
ジ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取

得
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
な
ど
の
交
付
の

交
付
す
る
証
明
書

■
誤　
各
種
税
証
明
書

■
正　
（
削
除
）

■
問
い
合
わ
せ

情
報
交
通
課
情
報
化
推
進
係

℡
市
内
線
８
５
１

緑
地
を
サ
ブ
会
場
に
し
て
開
催
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
を
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
５
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。

■
日
時　
12
月
16
日（
土
）　
午
前
11
時
～

午
後
７
時

■
会
場　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
松
本　
晴
庭

■
内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
や

当
日
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

■
そ
の
他　
詳
し
く
は
、
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
第
36
回
全
国
都
市
緑
化
信
州
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
事
務
局（
長
野
県
建
設
部

都
市
・
ま
ち
づ
く
り
課
全
国
都
市
緑
化

信
州
フ
ェ
ア
推
進
室
内
）

℡
０
２
６
・
２
３
５
・
７
３
４
９

▽
建
設
課
計
画
係

℡
市
内
線
６
９
１

戦
没
者
遺
族
の

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

期
限
は
30
年
４
月
２
日

　
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
権
利
が
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

■
対
象　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、
基
準
日
の
平
成
27
年
４
月
１
日

に「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
遺
族
年
金
」な
ど
を
受
け
た
人（
戦

お知らせお知らせ

お知らせ

お知らせ
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　桜田スタジオ～きらり☆大町人～
　松葉屋旅館館主
の中村直人さんを
ご紹介します。旅館
の再オープンの経
緯やこれらからの展
望などを伺います。

 放送日  ……… 17日（日）・24日（日）　午後8：45

　健康ワン・ポイント～中央保健センターから～

　「インフルエンザ等のかぜ予防」について、中央
保健センター保健師の藤巻亜紀さんのお話です。

 放送日  ……… ７日（木）・21日（木）　午後8：45

－新着図書（一般向け）－　

いつも初心［仏教］�������� 酒井雄哉／著
おい、マジか。池上彰の「ニュースを疑え！」［社会］
���������������� 池上彰／著
世界のウイスキー図鑑［お酒］
����������� デイヴ・ブルーム／著
レジ袋でできるカラフルなバッグと小物［手芸］
���������������� poRiff／著
ちょっとよそ行き［洋裁］���� 中野ユカリ／著
ぐつぐつ、お鍋［エッセイ］
������������ 阿川佐和子ほか／著
僕はロボットごしの君に恋をする［日本の小説］
��������������� 山田悠介／著

－新着図書（子ども向け）－

なぜ？ の図鑑  からだ［人体］�� 阿部和厚／監修
鉱物・宝石のひみつ［鉱物］���� 松原聰／監修
にちようびは名探偵［日本の読みもの］
��������� 杉山亮／作　中川大輔／絵
サイモンは、ねこである。［外国の絵本］
�ガリア・バーンスタイン／作　なかがわちひろ／訳
月まつりのおくりもの［日本の絵本］
�������� 石井睦美／作　南塚直子／絵
くるみのなかには［日本の絵本］
������������� たかおゆうこ／作

－12月の推薦図書－

三世代探偵団　次の扉に棲む死神
KADOKAWA　赤川次郎／著
　天才画家の祖母と生活力
皆無な女優の母と暮らす女
子高生・天本有里。母の代
役の女優が殺されたことを
きっかけに、３人の周囲に
は次第に不穏な影が忍び寄
り…。かしまし女３世代の
ユーモアミステリーです。

ペロペロくんのたからさがし
文溪堂　井川ゆり子／作
　コアリクイのペロペロく
んは、お母さんからもらっ
たきれいなクッキーの箱に
宝物を入れることにしまし
た。その箱に何を入れるの
かな？

－12月の催し－

おはなしの森��� ２日（土）　午前10時30時
おいで  えほんのおへや��� 12日（火）　午前11時
クリスマスお楽しみ会���  16日（土）　午後２時

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊大北吹奏楽フェスティバル……… ４日〜17日
＊西小学校　音楽会………………… ５日〜17日
＊大町市連合音楽会………………… ７日〜16日
＊大町市民吹奏楽団定期演奏会……18日〜25日
＊市民芸術祭・市民芸能……………18日〜31日

市議会12月定例会
生放送　午前10:00

＊一般質問…………………………… ６日〜８日
＊本会議……………………………………… 19日

再放送　午後1:00、午後8:00
＊一般質問……………………………… ９日〜 14日

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。
◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム

ページをご覧ください。
■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

ケーブルテレビ 12月の番組から図書館だより

有線放送 12 月の番組から

音楽イベントなどをお届け！
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室 編
集

●譲ります
▽ひな人形（約40年前購入、７段飾り）

　���������������� 格安

▽ 和だんす（約30年前購入、Ｗ135㎝×Ｄ
44㎝×Ｈ180㎝）��������2,000円

▽デジタル一眼レフカメラ（約１年使用、オ
リンパスE410）�������  15,000円

●譲ってください

▽電動アシスト自転車
　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行っ
てください。「広報おおまち」が届く前に交渉
が成立することがあります。ご了承ください。
　市ホームページにも随時情報を載せていま
すので、ご覧ください。
■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３

市県民税……………………………… 第４期
国民健康保険税………………………12月分
後期高齢者医療保険料………………12月分
保育料…………………………………12月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料………12月分
ケーブルテレビ利用料………………12月分
上下水道料……………………………12月分

納期限は12月28日（木）

総人口 28,077（－ 47） 転入 60
男 13,671（－ 20） 転出 73
女 14,406（－ 27） 出生 5

世帯数 11,862（－ 9） 死亡 39
※11月1日現在、（　）内は前月比

　
第
一
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

主
催
の
講
演
会
が
10

月
30
日
に
同
校
で
開
か

れ
、
リ
オ
五
輪
メ
ダ
リ

ス
ト
の
奥
原
希
望
さ
ん

の
母
・
秀
子
さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。

　
「
朝
食
は
必
ず
食
べ
る
」「
夜
10
時
に
は

寝
る
」「
好
き
嫌
い
は
し
な
い
」と
い
う
希

望
さ
ん
に
実
践
し
た
内
容
や
、
管
理
栄
養

士
の
立
場
か
ら
運
動
部
の
子
は
た
く
さ
ん

食
べ
さ
せ
て
体
を
作
る
こ
と
が
重
要
と
話

し
ま
し
た
。

　
希
望
さ
ん
に
も
、
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
で

も
あ
と
一
口
が
試
合
で
苦
し
い
場
面
の
頑

張
り
に
つ
な
が
る
と
食
べ
さ
せ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

社 会 保 険・
年金・労働

（２日前までに予約）
９日（土）

13：00〜15：00
中心市街地

多目的ホール
商業労政係

☎ 市 内線 542

結 婚
９日・23日

土曜日
13：00〜17：00

総合福祉
センター

農業委員会
☎ 市 内線 641

結 婚
（ 要 予 約 ）

11日（月）
13：00〜15：00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（ 要 予 約 ）

12日（火）
13：00〜16：00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎ 市 内線 403

担当=林一樹弁護士 （次回は１月９日　宮田旭弁護士）

行 政

20日（水）
9：00〜12：00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎 2 階）

行政管理係
☎ 市 内線 511

20日（水）
9：00〜12：00 市八坂支所

20日（水）
9：00〜12：00 美麻公民館

年 金 21日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

21日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

14日（木）
10：00〜15：00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎ 市 内線 53321日（木）

9：00〜12：00
育 児

22日（金）
9：30〜11：00

中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（ 要 予 約 ）

交 通 事 故
（ 要 予 約 ）

28日（木）
10：00〜15：00 大町合同庁舎

北アルプス地域振興局
総務管理課
県民生活係
☎ 23-6502

心 配 ご と
（ 要 予 約 ）

11日・25日
月曜日

13：00〜16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

11日・25日
月曜日

13：00〜15：00

成年後見制度 21日（木）
13：30〜15：30 総合福祉センター 成年後見支援センター

☎ 22-1550

生活・就労
（ 要 予 約 ）

平日
9：30〜17：00

総合福祉センター
２階

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

人 権 21日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

法 律 19日・26日 火曜日 13:00〜16:00 大北福祉会館
予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー 12 月の無料相談

12 月の有料相談（要予約）

12 月の納税など

人の動き
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休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

3日（日）
最上整形外科クリニック 上　一 ☎ 23-3300
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
公済堂医院 白馬村 ☎ 72-2013

10日（日）
菊地クリニック 上　一 ☎ 21-2580
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

17日（日）
小野医院 堀六日町 ☎ 22-0047
松本クリニック 松川村 ☎ 61-5151
神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

23日（土）
平林医院 六九町 ☎ 22-2525
吉村医院 松川村 ☎ 61-5666
白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

24日（日）
横澤内科医院 下仲町 ☎ 22-0371
はーぶの里診療所 池田町 ☎ 62-0210
しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

29日（金） 栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

30日（土）
遠藤内科医院 神栄町 ☎ 22-0031
平林メンタルクリニック 池田町 ☎ 61-1577
公済堂医院 白馬村 ☎ 72-2013

31日（日）
野村クリニック 東若宮町 ☎ 85-0085
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
3日（日） おだ歯科 白馬村 ☎ 72-6482

10日（日） あづみ野歯科 松川村 ☎ 62-2332
17日（日） オクハラデンタルクリニック 仁科町 ☎ 23-0500
23日（土） いいざわ歯科医院 俵　町 ☎ 23-7050
24日（日） 小谷歯科医院 小谷村 ☎ 82-2762
30日（土） 小田切歯科医院 池田町 ☎ 62-3134
31日（日） 大町総合病院口腔外科 高見町 ☎ 22-0415

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間 9:00 〜 17:30）
3日（日） かみいち林薬局 上　一 ☎ 26-3025

10日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184
轟薬局 上　一 ☎ 21-1512

17日（日） とをしや薬局大町常盤店 上　一 ☎ 26-3252
23日（土） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512
24日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184
30日（土） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151
31日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00 受付時間 18:30 〜 20:45
休 診 日 ３日㈰・10日㈰・17日㈰・23日㈯・24日㈰・29日㈮・30日㈯・31日㈰ ☎ 26-6199
診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）「フレンド・プラザ大町」内

　「いきいき・おおまち やまびこ手帳」は、大町市版の介護予防手帳です。
年をとっても何か活動を続けることで、自然に心身を使い介護予防につな
がります。毎日の活動の目標を立てて行動を記録し、必要に応じて医療や
福祉の専門家のアドバイスを受けて自己管理することが健康維持に効果的
です。継続して活動できるよう支援する手帳をぜひ活用してください。
■対象者　おおむね65歳以上で手帳の利用を希望する人
※介護予防事業の参加者には配布します。
■記載できる主な内容

▽生活機能や体の状況、心の健康についての自己チェック

▽緊急連絡先やかかりつけ医、日課などの記入

▽自己管理のための「私のプラン」「私の活動記録」　など
■配布場所　福祉課地域包括支援センター、北部地域包括支援センター、南部地域包括支援センター
■問い合わせ　福祉課地域包括支援センター　℡ 市 内線４１７

「いきいき・おおまち やまびこ手帳」配布
活用して楽しく介護予防！

無料相談、有料相談は29ページに掲載しています

12 月の休日医療情報

きらり★情報館


